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『マハーバーラタ』には特に哲学を中心に説く四編がある。その中でも第 12 巻 174～367








                                                 
1
 金倉圓照「インドの倫理―インド倫理思想の変遷―」（『インド哲学仏教学研究Ⅲ イン

































                                                 
1
 金倉「インドの倫理」9 頁 1～2 行目。 
2




82 頁 4～8 行目による。「敬信」という訳語も金倉圓照『印度中世精神史（上）』（岩波書店，














の第 25 章より第 42 章に至る 18 章を占め，全体は，700 偈（詩節）から成っている。単に











                                                 
1
 荻原雲来（編）『梵和大辞典』増補改訂版（講談社，昭和 54 年）「bhagavad」および「gītā」
の項参照。 
2
 辻直四郎『辻直四郎著作集 第三巻 文学』（法蔵館，1982 年）４頁参照。（以下，辻『辻
直四郎著作集 第三巻』と略称。他の著作でも二回目以降の提示はこの例とほぼ同じ） 
3
 F. Edgerton, The Bhagavad Gītā translated and interpreted, Massachusetts : Harvard Oriental 
Series, vols. 39, Harvard University Press, 1952, p.3．（中村了昭訳 研究資料）参照。 
4
 辻『辻直四郎著作集 第三巻』122 頁 14～15 行目。 
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探究と，それを行じる実践を義務とする」（『同書』11 頁 2～3 行目）と述べている。BhG
の引用は，「真理」について述べる第一便から見出される。 
2
 テキストにおける偈（詩節）の所在を示す偈番号（章．節）。（13.7～9）は，第 13 章の
第 7 偈～第 9 偈という意味である。 
3 金倉『インド哲学史』83頁参照。 
4 辻直四郎『バガヴァッド・ギーター』（講談社，昭和 55年）313 頁 9～15行目。引用に




















布本は，全 18 章 700 偈から成る。これは BhG の直後，『マハーバーラタ』（6.43.4～5）の
本文で登場人物ごとにその偈の数を挙げている（クリシュナ 620 偈，アルジュナ 57 偈，サ







                                                 
1
 辻『バガヴァッド・ギーター』（336～344 頁），その旧著『辻直四郎著作集 第三巻』（22
～24 頁）の「ギーターの伝承と研究」の項参照。また，BhG の原形と成立史について活発
な論争があったことは，辻『辻直四郎著作集 第三巻』「付録 主要文献」に詳しい。 
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 辻『辻直四郎著作集 第三巻』121 頁。 
2
 金倉『印度中世精神史（上）』280 頁参照。 
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Edited by Pandit Ramchandrashastri Kinjawadekar, The Mahābhāratam with the Bharata 
Bhawadeepa Commentary of Nīlakaṇṭa, New Delhi：Oriental Books Reprint Corporation, 
1979.  







ンド哲学篇２』（春秋社，昭和 51 年，5～101 頁） 
『マハーバーラタ』に関する各章は次のようになっている。 
十一 マハーバーラタ その一（現実肯定の倫理） 
十二 マハーバーラタ その二（厭世主義） 























O.Strauss, Ethische Probleme aus dem Mahābhārata, Giornale della Società Asiatica Italiana, 


















紀要『仏教思想史論集』第 11 号，1988 年，743～490 頁） 
４）中村了昭「叙事詩に記載される庶民生活の倫理」（成田山仏教研究所紀要特別号『仏
教文化史論集Ⅰ』第 15 号，1992 年，205～224 頁） 
５）中村了昭「叙事詩にあらわれる行為否定の倫理」（『宮坂宥勝古希記念論文集 イ
ンド学・密教学研究』1993 年，131～157 頁） 




 金倉「インドの倫理」101 頁 1～6 行目。 
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第 51 号，1968 年，1～34 頁） 
原実「KṢATRA-DHARMA（下）―古代インドの武士道―」（『東洋学報』第３巻，
第 51 号，1968 年，1～37 頁） 
原実「KṢATRA-DHARMA（ADDENDA）―古代インドの武士道―」（『東洋学報』













９）湯田豊「バガヴァッド・ギーターの倫理思想」（『人文研究』第 78 号，1981 年，
43～65 頁） 
10）山本和彦「『バガヴァッド・ギーター』における悪について」（『佛教学セミナー』
第 71 号，2000 年，127～99 頁） 

















しかし，これらも BhG の一部の用例を取り挙げるのみで，BhG 全体にわたる倫理思想
の考察を行った研究は未だになされているとは言い難い。この他，BhG の倫理については，
仏教との関連のもとで考察された例がある1。 












れまでに出版された BhG の和訳としては，次のものがある。 
高楠順次郎（訳）「聖婆伽梵神歌」（『印度古聖歌』東方出版，昭和 55 年） 
服部正明（訳）「バガヴァッド・ギーター」（世界古典文学全集３『ヴェーダ・アヴェ
スター』筑摩書房，昭和 42 年，283～325 頁） 
宇野惇（訳）「バガヴァッド・ギーター（抄訳）」（世界の名著１『バラモン教典 原始
仏典』中央公論社，昭和 44 年，153～188 頁） 
                                                 
1
 西尾秀生「バガヴァッド・ギーターの倫理と仏教」（『日本仏教学会年報』第 47 号，1983
年，1～14 頁）。 
2 BhG の研究の流れについては，「バガヴァッド・ギーター―古代印度宗教詩―」（辻直四





辻直四郎『バガヴァッド・ギーター』（講談社，昭和 55 年） 
上村勝彦（訳）『バガヴァッド・ギーター』（岩波文庫，1992 年） 
鎧淳（訳）『バガヴァッド・ギーター』（講談社学術文庫，2008 年） 




















































                                                 
1
 中村了昭『サーンクヤ哲学の研究―インドの二元論―』（大東出版社，昭和 57 年）136
頁参照。 
2
 中村元『ヒンドゥー教と叙事詩』314 頁参照。 
3
 ルイ・ルヌーの年表では，バーラタの戦争は，世紀前 1500 年に置かれている。この年代
は「プラーナによる」という。ルイ・ルヌー『インドの文学』（白水社，1996 年）165 頁。 
4 中村了昭『サーンクヤ哲学の研究』137 頁参照。 
5
 中村了昭『同上』136～137 頁参照。前 200~後 200 年という見解は W.ホプキンズの説で
ある。また，ホプキンズは現形の成立をゆとりをもっていえば前 400~後 400 年とし，400




















                                                 
1
 金倉『印度中世精神史（上）』279 頁 10～11 行目。 
2
 金倉『同上』279 頁。 
3
 BhG の年代については，金倉『印度中世精神史（上）』297 頁および 298～299 頁に次の
ように諸氏の見解が紹介されている。 
ヴィンテルニッツは現形の BhG（700偈）になる前の 745偈からなる BhGを前２世紀頃，
現形を紀元後初期とする。エジャートンは前２．３世紀を遡らないとする。テラングとバ





 ベスナガル（Bhīlsā 付近）にある碑文でバクトリア王 Antiarkidās の大使としてシュンガ









作集 第三巻』7 頁。 


























ンド文献史 第２巻―』（日本印度学会，1965 年）18 頁。 
2
 ヴィンテルニッツ『叙事詩とプラーナ―インド文献史 第２巻―』18～79 頁。上村勝彦
（訳）『原典訳 マハーバーラタ１』13～31 頁。中村了昭『講義資料 バラタ族の大戦記
マハーバーラタ，Mahābhārata』（未公刊）1～41 頁。および全編を一偈ごとに要約し，一種
の内容索引も兼ねる H. Jacobi, Mahabharata, Inhaltsangabe, Index und Concordanz der 



































































































































































































































































 本研究で取り挙げる BhG は，五王子軍（パーンダヴァ）と百王子軍（カウラヴァ）が戦
場において双方布陣を終え，開戦の合図である法螺貝の音が響きわたる中で，五王子の三
男アルジュナと，その御者であるクリシュナとの間で交わされた対話の形で内容が展開さ
れる。この BhG 全 18 章 700 偈は，「東西学者の往々採用する所」として，第 1 章～第 6




2。各章題を記す文では，BhG の名称を「聖バガヴァッド・ギータ ・ーウパニシャッド（śrīmad 
bhagavadgītāsūpaniṣatsu）」および「ヨーガ教典（yoga-śāstra）」とし，章題名もヨーガの語
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1
 小林康雄，船曳健夫（編）『知の技法 東京大学教養学部「基礎演習」テキスト』（東京
大学出版会，1994 年）90～93 頁参照。 
2
 中村了昭（編）「バガヴァッド・ギーター総索引（Ⅰ）」（『鹿児島経済大学社会学部論集』
第 18 巻，第２号，平成 11 年）59～101 頁。 
中村了昭（編）「バガヴァッド・ギーター総索引（Ⅱ）」（『鹿児島経済大学社会学部論集』
第 18 巻，第３号，平成 11 年）69～92 頁。 
中村了昭（編）「バガヴァッド・ギーター総索引（Ⅲ）」（『鹿児島経済大学社会学部論集』
第 18 巻，第４号，平成 12 年）31～53 頁。 
 
 この他，BhG に関する索引は管見の及ぶところ次のようなものがある。 
G.V.Jacob, A concordance to the principal Upanishads and to the BhG, Bombay, 1891. 
W.Kirfel, Verse index to the BhG. Pāda-index, Leipzig, 1938.（以上の二書については辻『辻直




































                                                 
1
 その具体例として，ヴェーダーンタ学者ラーマーヌジャ（Rāmānuja 1137 年没）の『ヴ
ェーダの要義（Vedārthasaṁgraha）』では，その見解の裏付けとして BhG の偈文が数多く引
用されている。長尾雅人（責任編集）『バラモン教典 原始仏典』世界の名著１（中央公論
社，昭和 44 年）における「服部正明（訳）最高神とその様態 ラーマーヌジャ『ヴェーダ
の要義』（抄）」参照。 
2


































昭和 55 年），上村勝彦（訳）『バガヴァッド・ギーター』（岩波文庫，1992 年）を参照し
た（以降，辻訳，上村訳と呼ぶ）。 








な構想に整然と従っているわけではない」とされる。（金倉「インドの倫理」92 頁 17 行目
～93 頁 2 行目） 
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1
 金倉「インドの倫理」72 頁 14～16 行目。 
2
 金倉「同上」74 頁 2～3 行目。 
3
 金倉「同上」74 頁参照。 
4
 金倉「同上」75 頁参照。 
5
 金倉「同上」79 頁参照。 
6
 金倉「同上」84 頁 18 行目～85 頁 14 行目参照。 
7



















                                                 
1
 中村「大叙事詩の解脱法品にあらわれる行動主義の倫理」476 頁 11 行目。 
2
 『マハーバーラタ』第 12 巻「解脱法品」。各種姓に個別の法と共通の法について（12.296.19




















 中村「大叙事詩の解脱法品にあらわれる行動主義の倫理」483 頁 9 行目。 
7
 中村「同上」484 頁 10 行目。 
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1
 中村「大叙事詩の解脱法品にあらわれる行動主義の倫理」487 頁 7 行目。 
2
 中村「叙事詩にあらわれる行為否定の倫理」136 頁 7～8 行目。 
3
 中村「同上」136 頁 13～14 行目。 
4










（金倉「インドの倫理」80 頁 3～9 行目）。数論とはサーンキヤ説のことである。 
なお，『マハーバーラタ』に収められている各種の類型をもつサーンキヤ説は，理路整
然とした古典体系に結実する以前の，先古典体系としての特徴を示している。（中村了昭『サ
ーンキヤ哲学の研究―インドの二元論―』大東出版社，昭和 57 年，140 頁参照） 
6
 中村「叙事詩にあらわれる行為否定の倫理」139 頁 18 行目～140 頁 5 行目。 
7











その例として 12.326.20 におけるシュカの問を挙げて4，次のように述べている。 





























































karmaṇy evādhikāras te mā phaleṣu kadācana  | 
mā karma-phala-hetur bhūr mā te saṁgo ᾿stv akarmaṇi  ||（2.47） 
汝の努力は行為にのみあれ，決して果報にあることなかれ。行為の果報を動機とする
ことなかれ。〔しかし〕汝は無作にも執著してはならない。 





 金倉「インドの倫理」80 頁 19 行目～81 頁 8 行目。（ ）内は筆者の補足。 
2
 金倉「同上」85 頁 1～3 行目。 
3
 金倉「同上」86 頁 14～15 行目。ただし「マハーバーラタとおけると同様に，ここでも
調和の見地がつねに完成した形であらわれているわけではない」という。「ここ」とは「マ
ハーバーラタの一部門」としての BhG のことである。（金倉「同上」87 頁 1 行目～2 行目） 
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yoga-sthaḥ kuru karmāṇi saṅgaṁ tyaktvā dhanañjaya  | 























































                                                 
1
 【aham 1.23，2.4，2.7，3.2，3.23，3.24，4.1，4.7，4.11，6.30，6.33，7.6，8.14，9.4，加 9.7，
9.26，9.29，10.1，11.54，18.66，18.70，18.74，18.75；mat-karmaparamo 12.10；mat-paraḥ 2.61，
12.6，18.57；mat-paramaḥ 11.51；mat-parāyana 9.34；mat-prasāda 18.56，18.58；matsthāni 9.4，
9.5，9.6；madarthe 1.9，12.10；加 madarpaṇam 9.27；madāśrayaḥ 7.1；mad-gata-prāṇā 10.9；
mad-bhaktā 7.23，9.34，18.65，18.68；mad-bhakti 18.54；mad-bhāvam 4.10，8.5，13.18，14.19；
mad-yājin 9.25，9.34，18.65；mad-yogam 12.11；mad-vyapāśaya 18.56；mama 1.7，1.29，
2.8，4.11，7.17，8.21，9.11；mayā 4.13，加 9.10；mayi 4.35，6.30，6.31，加 12.7，12.8，12.14，
13.10；māṁ 1.46，2.7，加 4.9，4.11，4.14，加（7.14，7.15，9.3，9.9，9.28，10.10，11.55，







janma karma ca me divyam evaṁ yo vetti tattvataḥ  | 




bhaktyā mām abhijānāti yāvān yaś cāsmi tattvataḥ  | 




antavat tu phalaṁ teṣāṁ tad bhavaty alpa-medhasām  | 
devān deva-yajo yānti mad-bhaktā yānti mām api  ||（7.23） 
しかし，思慮少なき彼らの〔得る〕，その果報は有限である。神々を祭る者たちは，神々
に至る。されど，われを敬信する者たちは，われに至る。 
ya idaṁ paramaṁ guhyaṁ mad-bhakteṣv abhidhāsyati  | 




sanniyamyendriya-grāmaṁ sarvatra sama-buddhayaḥ  | 




ananya-cetāḥ satataṁ yo māṁ smarati nityaśaḥ  | 
tasyāhaṁ su-labhaḥ pārtha nitya-yuktasya yoginaḥ  || （8.14） 








teṣāṁ satata-yuktānāṁ bhajatāṁ prīti-pūrvakam  | 






man-manā bhava mad-bhakto mad-yājī māṁ namas-kuru  | 




man-manā bhava mad-bhakto mad-yājī māṁ namas-kuru  | 





yānti deva-vratā devān pitṝn yānti pitṛ-vratāḥ  | 






yat karoṣi yad aśnāsi yaj juhoṣi dadāsi yat  | 
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yat tapasyasi kaunteya tat kuruṣva mad-arpaṇam  ||（9.27） 
śubhāśubha-phalair evaṁ mokṣyase karma-bandhanaiḥ  | 






mat-karma-kṛn mat-paramo mad-bhaktaḥ saṅga-varjitaḥ  | 








































vīta-rāga-bhaya-krodhā manmayā mām upāśritāḥ  | 





antakāle ca mām eva smaran muktvā kalevaram  | 




iti kṣetraṁ tathā jñānaṁ jñeyaṁ coktaṁ samāsataḥ  | 




nānyaṁ guṇebhyaḥ kartāraṁ yadā draṣṭā ᾿nupaśyati  | 
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bhoktāraṁ yajña-tapasāṁ sarva-loka-maheśvaram  | 






yuñjann evaṁ sadā ᾿᾿tmānaṁ yogī niyata-mānasaḥ  | 





 前記 8.5 と同様に，臨終時に至尊を憶念すること。 
om ity ekākṣaraṁ brahma vyāharan mām anusmaran  | 




māṁ ca yo ᾿vyabhicāreṇa bhakti-yogena sevate  | 





puruṣaḥ sa paraḥ pārtha bhaktyā labhyas tv ananyayā  | 





māṁ hi pārtha vyapāśritya ye ᾿pi syuḥ pāpa-yonayaḥ  | 





sarva-karmāṇi api sadā kurvāṇo mad-vyapāśrayaḥ  | 




abhyāse ᾿py asamartho ᾿si mat-karma-paramo bhava  | 
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mām upetya punar-janma duḥkhālayam aśāśvatam  | 
nāpnuvanti mahātmānaḥ saṁsiddhiṁ paramāṁ gatāḥ  ||（8.15） 
われに来たりて，最高の完成に到達した偉大な精神をもつ者たちは，無常なる苦の巣
窟（duḥkhālaya）である再生を被ることはない。 
avyakto ᾿kṣara ity uktas tam āhuḥ paramāṁ gatim  | 
























































































し始める 2.11 からの内容を検討する。 
 
eṣā te ᾿bhihitā sāṁkhye buddhir yoge tv imāṁ śṛṇu  | 












śrībhagavān uvāca  | 
aśocyān anvaśocas tvaṁ prajñā-vādāṁś ca bhāṣase  | 




na tv evāhaṁ jātu nāsaṁ na tvaṁ neme janādhipāḥ  | 




dehino ᾿smin yathā dehe kaumāraṁ yauvanaṁ jarā  | 





tathā dehāntara-prāptir dhīras tatra na muhyati  ||（2.13） 
個我（dehin）には，この肉体において幼年期，青年期，老年期があるように，同様に
〔死後〕他の肉体を獲得する。賢明なる者は，ここにおいて惑うことはない。 
mātrā-sparśās tu kaunteya śītoṣṇa-sukha-duḥkha-dāḥ  | 
āgamāpāyino ᾿nityās tāṁs titikṣasva bhārata  ||（2.14） 
しかし，クンティー夫人の子よ，物質との接触は，寒・暑，苦・楽を与え，来たりて
は去り，無常である。それらを忍ぶべし，バラタの子孫よ。 
yaṁ hi na vyathayanty ete puruṣaṁ puruṣarṣabha  | 
sama-duḥkha-sukhaṁ dhīraṁ so ᾿mṛtatvāya kalpate  ||（2.15） 
なぜならば，雄牛のように優れた人よ，苦・楽に平等であり，堅固であり，これらに
よって悩まされることのない人，その人は不死となる資格をもつからである。 
nāsato vidyate bhāvo nābhāvo vidyate sataḥ  | 
ubhayor api dṛṣṭo ᾿ntas tv anayos tattva-darśibhiḥ  ||（2.16） 
非有（非実在 asat）には，存在は見出されず，有（実在 sat）には，非存在は見出
されない。しかし，この両者の極致は，真理を見る人々によって観ぜられたのである。 
avināśi tu tad viddhi yena sarvam idaṁ tatam  | 
vināśam avyayasyāsya na kaścit kartum arhati  ||（2.17） 
それによってこの一切が遍満される，それを不壊なるものと知るべし。何者もこの不
滅なるものの破壊をなすことはできない。 
antavanta ime dehā nityasyoktāḥ śarīriṇaḥ  | 
anāśino ᾿prameyasya tasmād yuddhyasva bhārata  ||（2.18） 
これらの肉体は有限であって，常住にして，消滅なく，無限なる個我（śarīrin）に属
すると言われる。それ故に戦うべし，バラタの子孫（アルジュナ）よ。 
ya enaṁ vetti hantāraṁ yaś cainaṁ manyate hatam  | 
ubhau tau na vijānīto nāyaṁ hanti na hanyate  ||（2.19） 
それ（個我）を殺す者と知る者，またそれを殺されたと思う者，それら両者は，〔正確
に〕認識してはいないのである。これ（個我）は殺さず，殺されもしない。 
na jāyate mriyate vā kadācin nāyaṁ 
bhūtvā bhavitā vā na bhūyaḥ  | 
ajo nityaḥ śāśvato ᾿yaṁ purāṇo 
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vedāvināśinaṁ nityaṁ ya enam ajam avyayam  | 
kathaṁ sa puruṣaḥ pārtha kaṁ ghātayati hanti kam  ||（2.21） 
それを不壊，常住，不生，不変だと知る，その人が，なぜ誰かを殺させ，誰かを殺す
のか，プリター夫人の子よ。 
vāsāṁsi jīrṇāni yathā vihāya 
navāni gṛhṇāti naro ᾿parāṇi  | 
tathā śarīrāṇi vihāya jīrṇāny 
anyāni saṁyāti navāni dehī  ||（2.22） 
人が古くなった衣服を捨て去って，新しい他の〔衣服を〕着るように，そのように個
我（dehin）は古くなった肉体を捨て去って，他の新しい〔肉体に〕入るのである。 
nainaṁ chindanti śastrāṇi nainaṁ dahati pāvakaḥ  | 
na cainaṁ kledayanty āpo na śoṣayati mārutaḥ  ||（2.23） 
刀剣もそれを切ることなく，火もそれを焼くことなく，また水もそれを濡らすことな
く，風も乾かすことはない。 
acchedyo ᾿yam adāhyo ᾿yam akledyo ᾿śoṣya eva ca  | 
nityaḥ sarva-gataḥ sthāṇur acalo ᾿yaṁ sanātanaḥ  ||（2.24） 
これは切られず，焼かれず，これは濡らされず，また実に乾かされず。これは常住で
あり，一切に遍在し，確固，不動，永遠である。 
avyakto ᾿yam acintyo ᾿yam avikāryo ᾿yam ucyate  | 
tasmād evaṁ viditvainaṁ nānuśocitum arhasi  ||（2.25） 
これは未顕現，これは不可思議，これは非変異であると言われる。それ故に，このよ
うにそれを知って，汝は憂えるべきではない。 
atha cainaṁ nitya-jātaṁ nityaṁ vā manyase mṛtam  | 





jātasya hi dhruvo mṛtyur dhruvaṁ janma mṛtasya ca  | 
tasmād aparihārye ᾿rthe na tvaṁ śocitum arhasi  ||（2.27） 
なぜならば，生者の死は必定であり，死者の生もまた必定である。それ故に，避くべ
からざることのために汝は憂えるべきではない。 
avyaktādīni bhūtāni vyakta-madhyāni bhārata  | 
avyakta-nidhanāny eva tatra kā paridevanā  ||（2.28） 
万物の初めは未顕現である。中間は顕現する，バラタの子孫よ。実に終局も未顕現で
ある，ここにおいて何の悲嘆があるだろうか。 
āścaryavat paśyati kaścid enam 
āścaryavad vadati tathaiva cānyaḥ  | 
āścaryavac cainam anyaḥ śṛṇoti 




dehī nityam avadhyo ᾿yaṁ dehe sarvasya bhārata  | 








































śrībhagavān uvāca  | 
loke ᾿smin dvi-vidhā niṣṭhā purā proktā mayā ᾿nagha  | 
jñāna-yogena sāṁkhyānāṁ karma-yogena yoginām  ||（3.3） 
                                                 
1
 【sāṁkhye kṛtānte 18.13；sāṁkhyānām 3.3；sāṁkhye 2.39；sāṁkhya-yogau 5.4；sāṁkhyaiḥ 










sāṁkhya-yogau pṛthag bālāḥ pravadanti na paṇḍitāḥ  | 







yat sāṁkhyaiḥ prāpyate sthānaṁ tad yogair api gamyate  | 





dhyānenātmani paśyanti kecid ātmānam ātmanā  | 





pañcaitāni mahābāho kāraṇāni nibodha me  | 

































                                                 
1
 中村了昭『サーンクヤ哲学の研究―インドの二元論―』（大東出版社，昭和 57 年）154
頁 11～12 行目。 
2
 『カタ・ウパニシャッド』の制作年代について，格や合成語の検討による文法的研究で





















サナトスジャータ品（Sanatsujāta-parvan 第５巻，40～45 章） 
バガヴァッド・ギーター（Bhagavad-gītā「聖婆伽梵歌」第６巻，25～42 章） 
モークシャダルマ品（Mokṣadharma-parvan「解脱法品」第 12 巻，174～367 章） 
アヌ・ギーター（Anu-gītā「随歌」第 14 巻，16～51 章） 
である。また，第３巻の一部も哲学に関説する。これらの中で，質と量ともに重要なのが
第 12 巻の「解脱法品」と第６巻の BhG である。これらは『マハーバーラタ』の四哲学書
と称される3。『マハーバーラタ』哲学編に属する BhG に表れる諸思想もこの時代，即ち紀
元前 200 年から紀元後 200 年頃のインドの思潮を反映していると考えられる。もっとも，
インド思想の特色として，文字化され，特定のテキストとして編纂される以前に，長期に
                                                 
1
 中村『サーンクヤ哲学の研究』「第三章 興起当初のサーンキヤ説」107～134 頁および










 Edgerton, Gītā, translated and interpreted, pp.6～7.  
3






























                                                 
1
































BhG 第 13 章に集中して述べられている。 
【プルシャ】4と【プラクリティ】1については次のように述べられている。 
                                                 
1
 サーンキヤ哲学の説明は，中村『サーンクヤ哲学の研究』17～38 頁，279～397 頁および
辻『辻直四郎著作集 第三巻 文学』15～17 頁参照。 
2
 J.ゴンダ，鎧淳（訳）『インド思想史』（岩波文庫，2002 年）161～162 頁参照。 
3
 J.ゴンダ『インド思想史』175 頁参照。 
4
 【puruṣa 2.15，2.21，2.60，3.4，8.4，8.8，8.10，10.12，11.38，13.19，13.20，13.21，







prakṛtiṁ puruṣaṁ caiva viddhy anādī ubhāv api  | 




puruṣaḥ prakṛti-stho hi bhuṅkte prakṛti-jān guṇān  | 





upadraṣṭā ᾿numantā ca bhartā bhoktā maheśvaraḥ  | 





ya evaṁ vetti puruṣaṁ prakṛtiṁ ca guṇaiḥ saha  | 




                                                                                                                                               
1
 【prakṛti 3.27，3.29，3.33，4.6，7.4，7.5，7.20，9.7，9.8，9.10，9.12，9.13，11.51，13.19，
13.20，13.29，13.34，14.5，18.59；prakṛti-ja 3.5，18.40；prakṛti-jān guṇān 13.21；prakṛti-mokṣa 





















śrībhagavān uvāca  | 
idaṁ śarīraṁ kaunteya kṣetram ity abhidhīyate  | 






kṣetrajñaṁ cāpi māṁ viddhi sarva-kṣetreṣu bhārata  | 




tat kṣetraṁ yac ca yādṛk ca yad vikāri yataś ca yat  | 
                                                 
1
 【kṣetra 13.1，13.2，13.3，13.6，13.18，13.26，13.33，13.34；kṣetrajña 13.1，13.2，13.26，
13.34；kṣetra-kṣetrajña-vibhāga-yogo 13.34；kṣetra-kṣetrajñayor 13.2】 
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mahābhūtāny ahaṅkāro buddhir avyaktam eva ca  | 
indriyāṇi daśaikaṁ ca pañca cendriya-gocarāḥ  ||（13.5） 
大原素（mahābhūta），自我意識（ahaṅkāra），知性（buddhi）ならびに未顕現（avyakta），
十一感官（五知根と五作根，意），また五つの感官対象（pañca cendriya-gocara 五境）， 
icchā dveṣaḥ sukhaṁ duḥkhaṁ saṅghātaś cetanā dhṛtiḥ  | 




yāvat saṁjāyate kiṁcit sattvaṁ sthāvara-jaṅgamam  | 





yathā prakāśayaty ekaḥ kṛtsnaṁ lokam imaṁ raviḥ  | 


























bhūmir āpo ᾿nalo vāyuḥ khaṁ mano buddhir eva ca  | 
ahaṅkāra itīyaṁ me bhinnā prakṛtir aṣṭa-dhā
2














apareyam itas tv anyāṁ prakṛtiṁ viddhi me parām  | 
jīva-bhūtāṁ mahābāho yayedaṁ dhāryate jagat  ||（7.5） 
これは低次の〔プラクリティ〕である。しかし，長き腕の者よ，これより他に生命我













etad-yonīni bhūtāni sarvāṇīty upadhāraya  | 




mattaḥ parataraṁ nānyat kiñcid asti dhanañjaya  | 





mamaivāṁśo jīva-loke jīva-bhūtaḥ sanātanaḥ  | 




dvāv imau puruṣau loke kṣaraś cākṣara eva ca  | 





uttamaḥ puruṣas tv anyaḥ paramātmety udāhṛtaḥ  | 
yo loka-trayam āviśya bibharty avyaya īśvaraḥ  ||（15.17） 
しかし，他に至上のプルシャ（uttamaḥ puruṣas）がある。最高我（paramātmā）と称さ






yasmāt kṣaram atīto ᾿ham akṣarād api cottamaḥ  | 






yo mām evam asaṁmūḍho jānāti puruṣottamam  | 




























説」つまり 26 諦説である。『マハーバーラタ』における 26 諦説として「解脱法品」の第
305 章，第 308 章，第 318 章がある。この中で第 308 章が中村によって 26 諦説の例示に用











我思想がサーンキヤ説と結合しているのは，BhG および 26 諦説においても顕著な特徴で
ある3。BhG はサーンキヤ説の古形を示しているのである。 








 中村『サーンクヤ哲学の研究』174～179 頁参照。 
2
 中村『同上』113 頁 14 行目。 
3
 26 諦説とは，「純粋精神（第 25 諦）」「未顕現（根本原質，第 24 諦）→大（覚，知性）
→我執→五元素→十一感官（意，五知根，五作根）および五境（声，触，色，味，香）」（12.310.10
～15 の 25 諦説の例）この第 25 諦と第 24 諦を統轄する「自在主（īśvara）」を置く類型。
















karma brahmodbhavaṁ viddhi brahmākṣara-samudbhavam  | 
tasmāt sarva-gataṁ brahma nityaṁ yajñe pratiṣṭhitam  ||（3.15） 
行為はブラフマンから生じるものと知るべし。ブラフマンは，不滅（akṣara）から生
じる。それ故に，一切に遍在するブラフマンは，常に祭祀の中に安立している。 
śrībhagavān uvāca  | 
akṣaraṁ brahma paramaṁ svabhāvo ᾿dhyātmam ucyate  | 
























jñeyaṁ yat tat pravakṣyāmi yaj jñātvā ᾿mṛtam aśnute  | 




sarvataḥ pāṇi-pādaṁ tat sarvato ᾿kṣi-śiro-mukham  | 
sarvataḥ śrutimal loke sarvam āvṛtya tiṣṭhati  ||（13.13） 
それは一切所に手・足をもち，一切所に眼・頭・口をもち，一切所に耳を有し，世界
において一切を覆って安立する。 
sarvendriya-guṇābhāsaṁ sarvendriya-vivarjitam  | 




bahir antaś ca bhūtānām acaraṁ caram eva ca  | 
sūkṣmatvāt tad avijñeyaṁ dūra-sthaṁ cāntike ca tat  ||（13.15） 
また，〔それは〕万物の外にあり内にあり，不動にして動，それは微細であるが故に認
識されない。またそれは遠きにあり，また近きに〔あり〕。 
avibhaktaṁ ca bhūteṣu vibhaktam iva ca sthitam  | 




jyotiṣām api taj jyotis tamasaḥ param ucyate  | 



















mayā tatam idaṁ sarvaṁ jagad avyakta-mūrtinā  | 
mat-sthāni sarva-bhūtāni na cāhaṁ teṣv avasthitaḥ  ||（9.4） 
このすべての世界は，未顕現の相をとるわれによって充たされている。一切万物はわ
れに安立する。しかし，われはそれらの中に安立しない。 
na ca mat-sthāni bhūtāni paśya me yogam aiśvaram  | 
bhūta-bhṛn na ca bhūta-stho mamātmā bhūta-bhāvanaḥ  ||（9.5） 
また〔実は〕，万物はわれの中に安立しない。見よ，わが自在なるヨーガを。万物を創
造するわれのアートマン（神我）は，万物を支えるも，万物の中に安立しない。 
yathā ᾿᾿kāśa-sthito nityaṁ vāyuḥ sarvatra-go mahān  | 
tathā sarvāni bhūtāni mat-sthānīty upadhāraya  ||（9.6） 
あたかも一切に遍く〔吹き渡る〕偉大な風が，常に虚空に在るように，そのように一
切万物は，われの中に存在するものと心得よ。 
sarva-bhūtāni kaunteya prakṛtiṁ yānti māmikām  | 
kalpa-kṣaye punas tāni kalpādau visṛjāmy aham  ||（9.7） 








prakṛtiṁ svām avaṣṭabhya visṛjāmi punaḥ punaḥ  | 
bhūta-grāmam imaṁ kṛtsnam avaśaṁ prakṛter vaśāt  ||（9.8） 
自らのプラクリティに依止し，われは繰り返し繰り返し このすべての無力なる万
物の群れをプラクリティの力により創造する。 
mayā ᾿dhyakṣeṇa prakṛtiḥ sūyate sacarācaram  | 






sahasra-yuga-paryantam ahar yad brahmaṇo viduḥ  | 
rātriṁ yuga-sahasrāntāṁ te ᾿ho-rātra-vido janāḥ  ||（8.17） 
梵天の昼は，一千ユガ（yuga 宇宙の年紀）で終わると知る者，〔梵天の〕夜を一千ユ
ガで終わる〔と知る者〕，彼らは昼夜を知る人々である。 
avyaktād vyaktayaḥ sarvāḥ prabhavanty ahar-āgame  | 
rātry-āgame pralīyante tatraivāvyakta-saṁjñake  ||（8.18） 
昼が来る時に，未顕現から一切の顕現（現象界）が生起する。夜が来る時に，実に未
顕現と名付けられるその中に〔一切の顕現は〕帰滅する。 
bhūta-grāmaḥ sa evāyaṁ bhūtvā bhūtvā pralīyate  | 
rātry-āgame ᾿vaśaḥ pārtha prabhavaty ahar-āgame  ||（8.19） 
その万物の群れは，これは実に生起して，生起した後，夜が来る時に力なくも帰滅す
る。昼が来る時に生起する，プリター夫人の子よ。 
paras tasmāt tu bhāvo ᾿nyo vyakto ᾿vyaktāt sanātanaḥ  | 
yaḥ sa sarveṣu bhūteṣu naśyatsu na vinaśyati  ||（8.20） 
しかし，その未顕現よりも彼方に，別の永遠なるものが明らかに存在する。それは一
切万物が滅びるときにも滅びない。 
avyakto ᾿kṣara ity uktas tam āhuḥ paramāṁ gatim  | 
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yaṁ prāpya na nivartante tad dhāma paramaṁ mama  ||（8.21） 
〔この〕未顕現1が不滅（akṣara）と言われ，それを最高の境界と人々は呼ぶ。それに
到達して，人々が退転せざるところ，それがわれの最高の住所である。 
puruṣaḥ sa paraḥ pārtha bhaktyā labhyas tv ananyayā  | 
































sattvaṁ rajas tama iti guṇāḥ prakṛti-saṁbhavāḥ  | 
nibadhnanti mahābāho dehe dehinam avyayam  ||（14.5） 
長き腕の者よ，サットヴァ（sattva 純善），ラジャス（rajas 激情），タマス（tamas 
痴闇）というプラクリティより生じる〔三〕グナは，不滅の個我を肉体に束縛する。 
地上でも天界でもプラクリティより生じる三グナから解放されることはないという。 
na tad asti pṛthivyāṁ vā divi deveṣu vā punaḥ  | 
sattvaṁ prakṛti-jair
1





mamaivāṁśo jīva-loke jīva-bhūtaḥ sanātanaḥ  | 




śarīraṁ yad avāpnoti yac cāpy utkrāmatīśvaraḥ  | 




























を束縛するのかについて，上記 14.5 に続いて次のように説かれている。 
 
tatra sattvaṁ nirmalatvāt prakāśakam anāmayam  | 
sukha-saṅgena badhnāti jñāna-saṅgena cānagha  ||（14.6） 
この中で，サットヴァは無垢であるが故に，光輝あり，病患なく，楽への執著と知へ
の執著によって〔個我（dehin）を〕束縛する，罪なき者よ。 
rājo rāgātmakaṁ viddhi tṛṣṇā-saṅga-samudbhavam  | 
tan nibadhnāti kaunteya karma-saṅgena dehinam  ||（14.7） 




guṇānvita 15.10；guṇa-karma 3.28，3.29；guṇa-pravṛddhā 15.2；guṇamaya 7.13；guṇamayī 
7.14；guṇavṛtti 14.18；guṇa-saṁkhyāna 18.19；guṇasaṅgo 13.21；guṇa-saṁmūḍha 3.29】 
2
 【sattva 10.36，10.41，13.26，14.6，14.9，14.10，14.11，14.14，14.17，17.1，17.8，18.40；
sattvam rajas tama 14.5；sattva-samāviṣṭa 18.10；sattva-saṁśuddhi 16.1；sattvavatām aham 
10.36；sattvasthā 2.45，14.18；sattvānurūpa 17.3；加 sattvika 17.4】 
3
 【rajaḥ 14.5，14.9，14.10，14.12，14.15，17.1；rajo rāgātmakam 14.7；rajaḥ sattvaṁ tamas 
ca 14.10；rajasa 6.27，14.16，14.17；rajoguṇa 3.37】 
4
 【tamas 10.11，削 14.3，14.8，14.9，14.10，14.13，14.15，17.1；tamasaḥ 8.9，13.17，





tamas tv ajñāna-jaṁ viddhi mohanaṁ sarva-dehinām  | 






sattvaṁ sukhe saṁjayati rajaḥ karmaṇi bhārata  | 















N 註によれば，タマスは無知から生じるものとなっているが，次に挙げる 14.17 で無知は
タマスより生じるものとなっている。いずれの場合でも無知がタマスに関係して述べられ
る作用となっている。 
                                                 
1





sattvāt saṁjāyate jñānaṁ rajaso lobha eva ca  | 




arjuna uvāca  | 
atha kena prayukto ᾿yaṁ pāpaṁ carati pūruṣaḥ  | 




śrībhagavān uvāca  | 
kāma eṣa krodha eṣa rajo-guṇa-samudbhavaḥ  | 




dhūmenāvriyate vahnir yathā ᾿᾿darśo malena ca  | 
yatholbenāvṛto garbhas tathā tenedam āvṛtam  ||（3.38） 
火が煙によって覆われ，また鏡が塵によって〔覆われ〕，胎児が羊膜によって覆われる
ように，そのように，それ（欲望，怒り）によって，これ（知，N 註）は覆われる。 
āvṛtaṁ jñānam etena jñānino nitya-vairiṇā  | 




indriyāṇi mano buddhir asyādhiṣṭhānam ucyate  | 
























rajas tamaś cābhibhūya sattvaṁ bhavati bhārata  | 




sarva-dvāreṣu dehe ᾿smin prakāśa upajāyate  | 
jñānaṁ yadā tadā vidyād vivṛddhaṁ sattvam ity uta  ||（14.11） 
この肉体における一切の門（内外の感官，N 註）に光明なる知が生じるとき，そのと
き，サットヴァが増大したと知るべきである。 
lobhaḥ pravṛttir ārambhaḥ karmaṇām aśamaḥ apṛhā  | 
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rajasy etāni jāyante vivṛddhe bharatarṣabha  ||（14.12） 
貪欲，活動，さまざまな行為の意図，平静なきこと，渇望，これらはラジャスが増大
したときに生じる，バラタ族の雄牛よ。 
aprakāśo ᾿pravṛttiś ca pramādo moha eva ca  | 




yadā sattve pravṛddhe tu pralayaṁ yāti deha-bhṛt  | 
tadottama-vidāṁ lokān amalān pratipadyate  ||（14.14） 
しかし，有身者が，サットヴァの増大したときに死に行けば，そのとき彼は最上知者
の無垢なる世界に行く。 
rajasi pralayaṁ gatvā karma-saṅgiṣu jāyate  | 




karmaṇaḥ sukṛtasyāhuḥ sāttvikaṁ nirmalaṁ phalam  | 































ての至尊に属すものとなっている。これについて BhG は次のように説いている。 
 
ye caiva sāttvikā bhāvā rājasās tāmasāś ca ye  | 


















tribhir guṇa-mayair bhāvair ebhiḥ sarvam idaṁ jagat  | 





daivī hy eṣā guṇa-mayī mama māyā duratyayā  | 
mām eva ye prapadyante māyām etāṁ taranti te  ||（7.14） 
なぜならば，グナよりなるわれのこの神聖な幻力は，超え難いからである。まさにわ
れに来たる者たち，彼らはこの幻力を超越する。 
na māṁ duṣkṛtino mūḍhāḥ prapadyante narādhamāḥ  | 


























arjuna uvāca  | 
kair liṅgais trīn guṇān etān atīto bhavati prabho  | 






śrībhagavān uvāca  | 
prakāśaṁ ca pravṛttiṁ ca moham eva ca pāṇḍava  | 




udāsīnavad āsīno guṇair yo na vicālyate  | 
guṇā vartanta ity eva yo ᾿vatiṣṭhati neṅgate  ||（14.23） 
中立者の如く坐しつつ，グナによって動揺を受けない者，グナが転現するのみである
として動じず，安立する者， 
sama-duḥkha-sukhaḥ sva-sthaḥ sama-loṣṭāśma-kāñcanaḥ  | 




mānāpamānayos tulyas tulyo mitrāri-pakṣayoḥ  |  
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māṁ ca yo ᾿vyabhicāreṇa bhakti-yogena sevate  | 





brahmaṇo hi pratiṣṭhā ᾿ham amṛtasyāvyayasya ca  | 
































nādatte kasyacit pāpaṁ na caiva sukṛtaṁ vibhuḥ  | 





jñānena tu tad ajñānaṁ yeṣāṁ nāśitam ātmanaḥ  | 
teṣām ādityavaj jñānaṁ prakāśayati tat param  ||（5.16） 
しかし，知によってアートマンのその無知が滅せられた者たちの，その知は太陽の如
く，かの最高なるものを輝かせる。 
tad-buddhayas tad-ātmānas tan-niṣṭhās tat-parāyaṇāḥ  | 






anāditvān nirguṇatvāt paramātmā ᾿yam avyayaḥ  | 
                                                 
1
 【dehin 2.13，2.22，2.30，2.59，3.40，5.13，14.5，14.7，14.8，14.20，17.2】 
【śarīrin 2.18】 
2




śarīra-stho ᾿pi kaunteya na karoti na lipyate  ||（13.31） 
無始なるが故に，グナなきが故に，この不滅の最高我（paramātman）は，肉体の中に
在っても，行為することなく，汚されない，クンティー夫人の子よ。 
yathā sarva-gataṁ saukṣmyād ākāśaṁ nopalipyate  | 





guṇān etān atītya trīn dehī deha-samudbhavān  | 




















































kṣetra-kṣetrajñayor evam antaraṁ jñāna-cakṣuṣā  | 






iti kṣetraṁ tathā jñānaṁ jñeyaṁ coktaṁ samāsataḥ  | 





samaṁ sarveṣu bhūteṣu tiṣṭhantaṁ parameśvaram  | 
vinaśyatsv avinaśyantaṁ yaḥ paśyati sa paśyati  ||（13.27） 
一切万物の中に平等に安立する最高の自在主を，滅するものたちの中に滅せざるもの
を見る者，彼は〔真実を〕見る。 
samaṁ paśyan hi sarvatra samavasthitam īśvaram  | 




yadā bhūta-pṛthag-bhāvam eka-stham anupaśyati  | 






























では，13.18 の「知」とは何か，これを BhG では次のように説いている。 
amānitvam adaṁbhitvam ahiṁsā kṣāntir ārjavam  | 
ācāryopāsanaṁ śaucaṁ sthairyam
4
 ātma-vinigrahaḥ  ||（13.7） 
謙遜，正直，不殺生，忍耐，誠実，師に仕えること，高潔，堅固さ，アートマン（身・
感官，N註）の抑制， 
indriyārtheṣu vairāgyam anahaṅkāra eva ca  | 
janma－mṛtyu－jarā－vyādhi－duḥkha-doṣānudarśanam  ||（13.8） 
                                                 
1
 【mokṣa 7.29，13.34，18.30；mokṣa-kāṅkṣi 17.25；mokṣa-parāyaṇo 5.28； 
mokṣyiṣyāmi 18.66；mokṣyase 4.16，9.1，9.28】 
2












asaktir anabhiṣvaṅgaḥ putra-dāra-gṛhādiṣu  | 
nityaṁ ca sama-cittatvam iṣṭāniṣṭopapattiṣu  ||（13.9） 
無執著であること，子・妻・家などに愛著せざること，また望ましきことと望ましか
らざることが起こるときに常に平等心あること， 
mayi cānanya-yogena bhaktir avyabhicāriṇī  | 
vivikta-deśa-sevitvam aratir jana-saṁsadi  ||（13.10） 
また，他念なき心統一によってわれに対する不動の敬信あること，閑寂なる場所に慣
れ親しむこと，人の集まるところを好まないこと， 
adhyātma-jñāna-nityatvaṁ tattva-jñānārtha-darśanam  | 































pañcaitāni mahābāho kāraṇāni nibodha me  | 
sāṅkhye kṛtānte proktāni siddhaye sarva-karmaṇām  ||（18.13） 
長き腕の者よ，サーンキヤの教義において，すべての行為の完成のために説かれてい
る，これら五つの要因をわれより聞くべし。 
adhiṣṭhānaṁ tathā kartā karaṇaṁ ca pṛthag-vidham  | 
vividhāś ca pṛthak-ceṣṭā daivaṁ caivātra pañcamam  ||（18.14） 
〔すなわち〕依処（肉体，N 註），ならびに行為者，各種の作具（五知根，五作根，意，
知性の 12 種，N 註）と，種々の諸活動と，また実に，第五としてのこの世における運
命である。 
śarīra-vāṅ-manobhir yat karma prārabhate naraḥ  | 
nyāyyaṁ vā viparītaṁ vā pañcaite tasya hetavaḥ  ||（18.15） 
人が身・口・意によって企てるその行為が，理に適ったものであれ，〔理に〕反するも
のであれ，これら五つがその因である。 
tatraivaṁ sati kartāram ātmānaṁ kevalaṁ tu yaḥ  | 














sarva-karmāṇi manasā saṁnyasyāste sukhaṁ vaśī  | 
nava-dvāre pure dehī naiva kurvan na kārayan  ||（5.13） 
個我は，意（manas）によって一切の行為を厭離して，九門の都城（＝肉体）に支配
者として安らかに住する。実に〔自ら〕行わず，〔他に〕行わせることなく。 
na kartṛtvaṁ na karmāṇi lokasya sṛjati prabhuḥ  | 




kārya-kāraṇa-kartṛtve hetuḥ prakṛtir ucyate  | 





prakṛteḥ kriyamāṇāni guṇaiḥ karmāṇi sarvaśaḥ  | 





                                                 
1
 辻はこの行為の五要因について「この教義に相当する個所は，現存するサーンキヤ原典






prakṛter guṇa-saṁmūḍhāḥ sajjante guṇa-karmasu  | 





 tu mahābāho guṇa-karma-vibhāgayoḥ  | 





prakṛtyaiva ca karmāṇi kriyamāṇāni sarvaśaḥ  | 
yaḥ paśyati tathā ᾿᾿tmānam akartāraṁ sa paśyati  ||（13.29） 
また，あらゆる行為はすべてにわたってプラクリティによってのみ行われるものであ
り，アートマンを行為者ではないと，このように見る者，彼は〔真実を〕見る。 
nānyaṁ guṇebhyaḥ kartāraṁ yadā draṣṭā ᾿nupaśyati  | 















































                                                 
1
 「nāhaṁ guṇātmaka iti guṇebhya ātmano vibhāgaḥ」，「nāhaṁ karmātmaka iti karmabhyaś 
















































こす物質原理の束縛を被るのは，精神（個我）である。個我は BhG において「個我（dehin 






































































                                                 
1
 【yoga 6.12，6.16，6.17，6.19，6.23，6.33，6.36，6.37，6.44，7.1，9.5，10.7，10.10，
10.18，11.8，12.6，13.10，18.33，18.75；yogaḥ purātanaḥ 4.3；yogāgni 4.27；yoga（abhyāsa-）
8.8，12.9；yoga（ātma-）11.47；yogārūḍha 6.3，6.4；yogeśvara 11.4；yogeśvara kṛṇo 18.75，
18.78；yoga（karma-）3.3，3.7，5.2，13.24；yoga-kṣema 9.22；yoga（jñāna-）3.3，16.1；
yoga（sāṁkhya-）13.24；yoga-dhāraṇa 8.12；yoga-bala 8.10；yoga（buddhi-）2.49；yoga
（brahma-）5.21；yoga（bhakti-）14.26；yoga（bhraṣṭa） 6.41；（mad-）yoga 12.11；yoga-māyā 
7.25；yoga-vittamāḥ 12.1；yoga-yukta 5.6，5.7，8.27；yoga-yuktātman 6.29；yoga-yajña 
4.28；yoga-saṁsiddha 4.38；yoga-saṁsiddhi 6.37；yoga-saṁnyasta 4.41；yoga（saṁnyāsa-）
9.28；yoga-sevā 6.20；yogasthaḥ 2.48；dhyānayoga-paro 18.52】 
【yukta 1.14，2.39，2.61，3.26，4.18，5.8，5.12，5.23，6.8，6.14，6.18，7.22，8.14，8.27，
10.10，17.17；yuktātman 5.21，7.18，9.28，12.2；yuktatamo 6.47；yuktāhāra 6.17；yuktacetasaḥ 














る用例 2.39～53 を挙げる。 
 
〈2.39～53〉 
eṣā te ᾿bhihitā sāṁkhye buddhir yoge tv imāṁ śṛṇu  | 




nehābhikrama-nāśo ᾿sti pratyavāyo na vidyate  | 













神の自在力（yoga に aiśvara を付加した場合，行動力，神的不可思議力の意味），神の幻力
（māyā）の同義語。（５）その他。とし，（１）から（４）の諸義の中でいずれをその主要





章 第１節 ヨーガ（yoga）の語義」参照） 
 103 
 




vyavasāyātmikā buddhir ekeha kurunandana  | 





yām imāṁ puṣpitāṁ vācaṁ pravadanty avipaścitaḥ  | 
veda-vāda-ratāḥ pārtha nānyad astīti vādinaḥ  ||（2.42） 
kāmātmānaḥ svarga-parā janma-karma-phala-pradām  | 





bhogaiśvarya-prasaktānāṁ tayā ᾿pahṛta-cetasām  | 
vyavasāyātmikā buddhiḥ samādhau na vidhīyate  ||（2.44） 
それ（花やかな言葉）によって心（cetas）を奪われ，享楽と権力に執著している者た
ちにとって，決定性ある知性は，三昧において得られない。 
traiguṇya-viṣayā vedā nistraiguṇyo bhavārjuna  | 




yāvān artha udapāne sarvataḥ saṁplutodake  | 






karmaṇy evādhikāras te mā phaleṣu kadācana  | 
mā karma-phala-hetur bhūr mā te saṁgo ᾿stv akarmaṇi  ||（2.47） 
汝の努力は行為にのみあれ，決して果報にあることなかれ。行為の果報を動機とする
ことなかれ。〔しかし〕汝は無作にも執著してはならない。 
yoga-sthaḥ kuru karmāṇi saṅgaṁ tyaktvā dhanañjaya  | 
siddhy-asiddhyoḥ samo bhūtvā samatvaṁ yoga ucyate  ||（2.48） 
富を得る者よ，ヨーガに安立し，執著を放棄して，成功・不成功に平等となって行為
を実行せよ。平等観（samatva）がヨーガと言われる。 
dūreṇa hy avaraṁ karma buddhi-yogād dhanañjaya  | 




buddhi-yukto jahātīha ubhe sukṛta-duṣkṛte  | 




karma-jaṁ buddhi-yuktā hi phalaṁ tyaktvā manīṣiṇaḥ  | 
janma-bandha-vinirmuktāḥ padaṁ gacchanty anāmayam  ||（2.51） 
なぜならば，知性によって心統一した知者たちは，行為より生じる果報を放棄して，
生の束縛から離れ，患いのない境地に赴くからである。 
yadā te moha-kalilaṁ buddhir vyatitariṣyati  | 
tadā gantā ᾿si nirvedaṁ śrotavyasya śrutasya ca  ||（2.52） 
汝の知性が迷妄による混乱を克服するとき，そのとき汝は〔将来〕聞くであろうこと
と，〔過去に〕聞いたこととを超脱（nirveda）する者となるだろう。 
śruti-vipratipannā te yadā sthāsyati niścalā  | 


















nāsti buddhir ayuktasya na cāyuktasya bhāvanā  | 
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yoga-sthaḥ kuru karmāṇi saṅgaṁ tyaktvā dhanañjaya  | 




arjuna uvāca  | 
yo ᾿yaṁ yogas tvayā proktaḥ sāmyena madhusūdana  | 





yaṁ saṁnyāsam iti prāhur yogaṁ taṁ viddhi pāṇḍava  | 





saṁnyāsas tu mahābāho duḥkham āptum ayogataḥ  | 






taṁ vidyād duḥkha-saṁyoga-viyogaṁ yoga-saṁjñitam  | 



















yoga-saṁnyasta-karmāṇaṁ jñāna-saṁchinna-saṁśayam  | 
ātmavantaṁ na karmāṇi nibadhnanti dhanañjaya  ||（4.41） 
ヨーガによって行為を厭離した者，知によって疑惑を断除した者，アートマンを制す
る者を行為は束縛しない，富を得る者よ。 
                                                 
1




學院雑誌』第 92 巻，第 11 号，1991 年，199～215 頁）でも，ヨーガの三つの定義として， 





ārurukṣor muner yogaṁ karma kāraṇam ucyate  | 





yadā hi nendriyārtheṣu na karmasv anuṣajjate  | 




naiva kiṁcit-karomīti yukto manyeta tattva-vit  | 
paśyan śṛṇvan spṛśan jighrann aśnan gacchan svapan śvasan  ||（5.8） 
pralapan visṛjan gṛhṇann unmiṣan nimiṣann api  | 






śrībhagavān uvāca  | 
saṁnyāsaḥ karma-yogaś ca niḥśreyasa-karāv ubhau  | 
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karmaṇy akarma yaḥ paśyed akarmaṇi ca karma yaḥ  | 




na buddhibhedaṁ janayed ajñānāṁ karma-saṅginām  | 




yuktaḥ karma-phalaṁ tyaktvā śāntim āpnoti naiṣṭhikīm  | 




śrībhagavān uvāca  | 
anāśritaḥ karma-phalaṁ kāryaṁ karma karoti yaḥ  | 






kāyena manasā buddhyā kevalair indriyair api  | 
yoginaḥ karma kurvanti saṅgaṁ tyaktvā ᾿᾿tma-śuddhaye  ||（5.11） 











yoga-yukto viśuddhātmā vijitātmā jitendriyaḥ  | 





















yadṛcchā-lābha-saṁtuṣṭo dvaṁdvātīto vimatsaraḥ  | 




asakta-buddhiḥ sarvatra jitātmā vigata-spṛhaḥ  | 
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na karmaṇām anārambhān naiṣkarmyaṁ puruṣo ᾿śnute  | 



























śrībhagavān uvāca  | 
loke ᾿smin dvi-vidhā niṣṭhā purā proktā mayā ᾿nagha  | 





yas tv indriyāṇi manasā niyamyārabhate ᾿rjuna  | 
karmendriyaiḥ karma-yogam asaktaḥ sa viśiṣyate  ||（3.7） 
しかしアルジュナよ，執著を離れて，諸感官（諸根）を意（manas）によって抑制し
て，作根によってカルマ・ヨーガを行う者，彼は優れている。 
śrībhagavān uvāca  | 
saṁnyāsaḥ karma-yogaś ca niḥśreyasa-karāv ubhau  | 






 【karma-yoga 3.3，3.7，削 3.43，5.2，13.24】 
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dhyānenātmani paśyanti kecid ātmānam ātmanā  | 
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ye tu sarvāṇi karmāṇi mayi saṁnyasya mat-parāḥ  | 
ananyenaiva yogena māṁ dhyāyanta upāsate  ||（12.6） 
teṣām ahaṁ samuddhartā mṛtyu-saṁsāra-sāgarāt  | 





yat karoṣi yad aśnāsi yaj juhoṣi dadāsi yat  | 
yat tapasyasi kaunteya tat kuruṣva mad-arpaṇam  ||（9.27） 
汝が行うこと，食べること，供えること，施すこと，苦行をなすこと，それをわれへ
の捧げものとして行うべし。 
śubhāśubha-phalair evaṁ mokṣyase karma-bandhanaiḥ  | 






abhyāse ᾿py asamartho ᾿si mat-karma-paramo bhava  | 
mad-artham api karmāṇi kurvan siddhim avāpsyasi  ||（12.10） 
汝が修習することも不可能であるならば，われのための行為に集中してあれ。われの
ための行為をなすことでも，完成に到達するであろう。 
athaitad apy aśakto ᾿si kartuṁ mad-yogam āśritaḥ  | 
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sarva-bhūta-sthitaṁ yo māṁ bhajaty ekatvam āsthitaḥ  | 
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śrībhagavān uvāca  | 
imaṁ vivasvate yogaṁ proktavān aham avyayam  | 
vivasvān manave prāha manur ikṣvākave ᾿bravīt  ||（4.1） 
聖なる至尊は言った。 
われは，この不滅のヨーガをヴィヴァスヴァット（Vivasvat 太陽神）に教えた。ヴィ
ヴァスヴァットはマヌ  （Manu 人類の始祖）に説き，マヌはイクシュヴァーク
（Ikṣvāku 日種王統の祖）に語った。 
evaṁ paraṁparā-prāptam imaṁ rājarṣayo viduḥ  | 




sa evāyaṁ mayā te ᾿dya yogaḥ proktaḥ purātanaḥ  | 














manyase yadi tac chakyaṁ mayā draṣṭum iti prabho  | 






vyāsa-prasādāc chrutavān etad guhyam ahaṁ param  | 
yogaṁ yogeśvarāt kṛṣṇāt sākṣāt kathayataḥ svayam  ||（18.75） 
ヴィアーサ仙の恩恵により，わたくし（サンジャヤ）は，この最高の秘奥であるヨー
ガをヨーガの自在主クリシュナ神自ら説かれるのを直接聞きました。 
yatra yogeśvaraḥ kṛṣṇo yatra pārtho dhanur-dharaḥ  | 



































etāṁ vibhūtiṁ yogaṁ ca mama yo vetti tattvataḥ  | 





mayā tatam idaṁ sarvaṁ jagad avyakta-mūrtinā  | 
mat-sthāni sarva-bhūtāni na cāhaṁ teṣv avasthitaḥ  ||（9.4） 
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 金倉『インド哲学史』117～118 頁参照。 
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na ca mat-sthāni bhūtāni paśya me yogam aiśvaram  | 




yathā ᾿᾿kāśa-sthito nityaṁ vāyuḥ sarvatra-go mahān  | 






na tu māṁ śakyase draṣṭum anenaiva sva-cakṣuṣā  | 





tatraika-sthaṁ jagat-kṛtsnaṁ pravibhaktam anekadhā  | 
apaśyad deva-devasya śarīre pāṇḍavas tadā  ||（11.13） 
その時，パーンドゥの子（アルジュナ）は，神々の中の神の身中において，そこに全
世界がひとつに存在するのを，〔また〕多くの部分に分離しているのを見た。 















śrībhagavān uvāca  | 
mayā prasannena tavārjunedaṁ 
rūpaṁ paraṁ darśitam ātma-yogāt  | 
tejo-mayaṁ viśvam anantam ādyaṁ 






nāhaṁ prakāśaḥ sarvasya yoga-māyā-samāvṛtaḥ  | 





































śrībhagavān uvāca  | 
mayy āsakta-manāḥ pārtha yogaṁ yuñjan mad-āśrayaḥ  | 




jñānaṁ te ᾿haṁ sa-vijñānam idaṁ vakṣyāmy aśeṣataḥ  | 
yaj jñātvā neha bhūyo ᾿nyaj jñātavyam avaśiṣyate  ||（7.2） 












manuṣyāṇāṁ sahasreṣu kaścid yatati siddhaye  | 
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yogī yuñjīta satatam ātmānaṁ rahasi sthitaḥ  | 
ekākī yata-cittātmā nirāśīr aparigrahaḥ  ||（6.10） 
ヨーガ行者は，独りで寂かな場所に在って，心（citta）とアートマン（身体，N 註）
とを抑制し，期待なく，所有なく，アートマンを常に修練すべし。 
śucau deśe pratiṣṭhāpya sthiram āsanam ātmanaḥ  | 
nāty ucchritaṁ nāti nīcaṁ cailājina-kuśottaram  ||（6.11） 
清らかな場所に，高すぎず，低すぎず，主として衣・皮・クシャ草から成るしっかり
とした自己の座席をしつらえて， 
tatraikāgraṁ manaḥ kṛtvā yata-cittendriya-kriyaḥ  | 
upaviśyāsane yuñjyād yogam ātma-viśuddhaye  ||（6.12） 
その座席に坐して，意（manas）を一境に向けた後，心（citta）と感官の作用を抑制し，
アートマンを清めるためにヨーガを修練すべきである。 
samaṁ kāya-śiro-grīvaṁ dhārayann acalaṁ sthiraḥ  | 
saṁprekṣya nāsikāgraṁ svaṁ diśaś cānavalokayan  ||（6.13） 
身体と頭と首とをまっすぐ（sama）かつ不動に保持しつつ，堅固であり，自分の鼻の
尖端を見て，諸方位を眺めるべからず。 
praśāntātmā vigata-bhīr brahma-cāri-vrate sthitaḥ  | 




yuñjann evaṁ sadā ᾿᾿tmānaṁ yogī niyata-mānasaḥ  | 


























arjuna uvāca  | 
yo ᾿yaṁ yogas tvayā proktaḥ sāmyena madhusūdana  | 




cañcalaṁ hi manaḥ kṛṣṇa pramāthi balavad dṛḍham  | 
tasyāhaṁ nigrahaṁ manye vāyor iva suduṣkaram  ||（6.34） 
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śrībhagavān uvāca  | 
asaṁśayaṁ mahābāho mano durnigrahaṁ calam  | 






saṅkalpa-prabhavān kāmāṁs tyaktvā sarvān aśeṣataḥ  | 
manasaivendriya-grāmaṁ viniyamya samantataḥ  ||（6.24） 
意欲から生じる，すべての欲望を残りなく放棄して，まさに意（manas）によって感
官の群を完全に抑制して， 
śanaiḥ śanair uparamed buddhyā dhṛti-gṛhītayā  | 
ātma-saṁsthaṁ manaḥ kṛtvā na kiñcid api cintayet  ||（6.25） 
堅固に保たれた知性（buddhi）によって，徐々に安静となるであろう。意（manas）を
アートマンに安立するものとなして，何ごとをも思念してはならない。 
yato yato niścarati manaś cañcalam asthiram  | 





asaṁyatātmanā yogo duṣprāpa iti me matiḥ  | 







uddhared ātmanā ᾿᾿tmānaṁ nātmānam avasādayet  | 




bandhur ātmā ᾿᾿tmanas tasya yenātmaivā ᾿᾿tmanā jitaḥ  | 






yoga-yukto viśuddhātmā vijitātmā jitendriyaḥ  | 




nirāśīr yata-cittātmā tyakta-sarva-parigrahaḥ  | 
śārīraṁ kevalaṁ karma kurvan nāpnoti kilbiṣam  ||（4.21） 
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悪行との対比によって明確になる。この対比は前記 3.7 と下記の 3.6 において説かれてい
る。3.7 はカルマ・ヨーガの説明をしているが，カルマ・ヨーガは「執著を離れて，諸感
官（諸根）を意（manas）によって抑制し」（3.7）とあるように，感官を抑制する心統一法





indriyāṇi mano buddhir asyādhiṣṭhānam ucyate  | 




tasmāt tvam indriyāṇy ādau niyamya bharatarṣabha  | 
pāpmānaṁ prajahi hy enaṁ jñāna-vijñāna-nāśanam  ||（3.41） 
それ故に，バラタ族の雄牛よ，汝は最初に諸感官を抑制して，実に，かの叡知と識別
知1とを破壊する邪悪なるものに打ち勝つべし。 
indriyāṇi parāṇy āhur indriyebhyaḥ paraṁ manaḥ  | 
manasas tu parā buddhir yo buddheḥ paratas tu saḥ  ||（3.42） 
諸感官は，高いものであると人々は言う。意は諸感官より高いものである。しかし，
知性は意より高い。しかし，知性より高いものがそれ（アートマン）である。 






evaṁ buddheḥ paraṁ buddhvā saṁstabhyātmānam ātmanā  | 








karmendriyāṇi saṁyamya ya āste manasā smaran  | 





dhyāyato viṣayān puṁsaḥ saṅgas teṣūpajāyate  | 
saṁgāt saṁjāyate kāmaḥ kāmāt krodho ᾿bhijāyate  ||（2.62） 
人が感官対象を冥想すると，それら（感官対象，N 註）に対する執著が生じる。執著
から欲望が生じ，欲望から怒りが生じる。 
krodhād bhavati saṁmohaḥ saṁmohāt smṛti-vibhramaḥ  | 
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だけを認め，buddhi や ahaṁkāra を説かないという。中村『サーンクヤ哲学の研究』148～
149 頁参照。 









tapasvibhyo ᾿dhiko yogī jñānibhyo ᾿pi mato ᾿dhikaḥ
1
  | 






yaṁ saṁnyāsam iti prāhur yogaṁ taṁ viddhi pāṇḍava  | 





śrībhagavān uvāca  | 
anāśritaḥ karma-phalaṁ kāryaṁ karma karoti yaḥ  | 





kāyena manasā buddhyā kevalair indriyair api  | 




daivam evāpare yajñaṁ yoginaḥ paryupāsate  | 
brahmāgnāv apare yajñaṁ yajñenaivopajuhvati  ||（4.25） 
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 キンジャワデカル校訂本では，「tapasvibhyodhiko」「matodhikaḥ」である。本文では






yogī yuñjīta satatam ātmānaṁ rahasi sthitaḥ  | 
ekākī yata-cittātmā nirāśīr aparigrahaḥ  ||（6.10） 
ヨーガ行者は，独りで寂かな場所に在って，心（citta）とアートマン（身体，N 註）
とを抑制し，期待なく，所有なく，アートマンを常に修練すべし。 
yathā dīpo nivāta-stho neṅgate sopamā smṛtā  | 





saṁtuṣṭaḥ satataṁ yogī yatātmā dṛḍha-niścayaḥ  | 





yo ᾿ntaḥ sukho ᾿ntar ārāmas tathā ᾿ntar jyotir eva yaḥ  | 
sa yogī brahma-nirvāṇaṁ brahma-bhūto ᾿dhigacchati  ||（5.24） 
内（心の中）に安楽あり，内に歓喜ある者，また実に，内に光明ある者，かのヨーガ
行者は，ブラフマンとなり，梵涅槃（brahma-nirvāṇa）に達する。 
ananya-cetāḥ satataṁ yo māṁ smarati nityaśaḥ  | 
tasyāhaṁ su-labhaḥ pārtha nitya-yuktasya yoginaḥ  || （8.14） 
常に他に心を向けることなく，絶えずわれを憶念する者，その常に心統一するヨーガ
行者にとって，われは容易に到達される，プリター夫人の子よ。 
yatanto yoginaś cainaṁ paśyanty ātmany avasthitam  | 
yatanto ᾿py akṛtātmāno nainaṁ paśyanty acetasaḥ  ||（15.11） 














































yatra kāle tv anāvṛttim āvṛttiṁ caiva yoginaḥ  | 




agnir jyotir ahaḥ śuklaḥ ṣaṇmāsā uttarāyaṇam  | 
tatra prayātā gacchanti brahma brahma-vido janāḥ  ||（8.24） 
火，光明，昼，白分（月の満ちる半月），太陽北行の六ヶ月，その時に世を去るブラフ
マンを知る人々は，ブラフマンに赴く。 
dhūmo rātris tathā kṛṣṇaḥ ṣaṇmāsā dakṣināyanam  | 
tatra cāndramasaṁ jyotir yogī prāpya nivartate  ||（8.25） 
煙，夜また黒分（月の欠ける半月），太陽南行の六ヶ月，その時に〔世を去る〕ヨーガ
行者は，月の光明世界に到達した後，退転する。 
śukla-kṛṣṇe gatī hy ete jagataḥ śāśvate mate  | 
ekayā yāty anāvṛttim anyayā ᾿᾿vartate punaḥ  ||（8.26） 
なぜならば，これらの黒白におけるこれら二道は，世間にとって永遠のものと考えら
れている。一つの道によって不退転に達し，他の道によって再び退転する。 
naite sṛtī pārtha jānan yogī muhyati kaścana  | 
tasmāt sarveṣu kāleṣu yoga-yukto bhavārjuna  ||（8.27） 
プリター夫人の子よ，ヨーガ行者は，これら二道を知って，決して惑うことはない。
それ故に，すべての時において，ヨーガに心統一してあれ，アルジュナよ。 
vedeṣu yajñeṣu tapaḥsu caiva 
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āneṣu yat puṇya-phalaṁ pradiṣṭam  | 
atyeti tat sarvam idaṁ viditvā 





















arjuna uvāca  | 
ayatiḥ śraddhayopeto yogāc calita-mānasaḥ  | 
aprāpya yoga-saṁsiddhiṁ kāṁ gatiṁ kṛṣṇa gacchati  ||（6.37） 
アルジュナは言った。 
信仰を具えるも，ヨーガから意（mānasa）の外れた，抑制を欠く者は，ヨーガの完成
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 「おそらく二道は当時の俗信に深く根を張り，ギーター作者も一応これに関説せざるを




kaccin nobhaya-vibhraṣṭaś chinnābhram iva naśyati  | 
apratiṣṭho mahābāho vimūḍho brahmaṇaḥ pathi  ||（6.38） 
長き腕の方よ，二つ（行為の道と心統一の道1，N 註）から外れないことを望むも，ブ
ラフマンの道に困惑し安立せざる者は，ちぎれた雲のように消滅するのだろうか。 
etan me saṁśayaṁ kṛṣṇa cchettum arhasy aśeṣataḥ  | 
tvad anyaḥ saṁśayasyāsya cchettā na hy upapadyate  ||（6.39） 
クリシュナよ，私のこの疑いを残りなく断ち切りたまえ。なぜならば，あなたの他に
この疑いを断ち切る者は，存在しないからである。 
śrībhagavān uvāca  | 
pārtha naiveha nāmutra vināśas tasya vidyate  | 





prāpya puṇya-kṛtāṁ lokān uṣitvā śāśvatīḥ samāḥ  | 
śucīnāṁ śrīmatāṁ gehe yoga-bhraṣṭo ᾿bhijāyate  ||（6.41） 
ヨーガから外れた（bhraṣṭa）者は，善行者たちの世界を得て，永い年月を〔そこで〕
住した後に，清浄にして繁栄ある家に再生する。 
atha vā yoginām eva kule bhavati dhīmatām  | 
etad dhi durlabhataraṁ loke janma yad-īdṛśam  ||（6.42） 
あるいはまた，実に，賢明なヨーガ行者の家系に生まれる。なぜならば，このような
出生，それはこの世において甚だ得難いものだからである。 
tatra taṁ buddhi-saṁyogaṁ labhate paurva-dehikam  | 
yatate ca tato bhūyaḥ saṁsiddhau kurunandana  ||（6.43） 
そこにおいて彼は，その前世の身における知性（buddhi）との結合を得る。それから
更に完成を得ようと努める，クルの子孫よ。 
pūrvābhyāsena tenaiva hriyate hy avaśo ᾿pi saḥ  | 
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prayatnād yatamānas tu yogāt saṁśuddha-kilbiṣaḥ  | 





















śaknotīhaiva yaḥ soḍhuṁ prāk śarīra-vimokṣaṇāt  | 
kāma-krodhodbhavaṁ vegaṁ sa yuktaḥ sa sukhī naraḥ  ||（5.23） 
                                                 
1







jñāna-vijñāna-tṛptātmā kūṭa-stho vijitendriyaḥ  | 




yadā viniyataṁ cittam ātmany evāvatiṣṭhate  | 





teṣāṁ jñānī nitya-yukta eka-bhaktir viśiṣyate  | 




udārāḥ sarva evaite jñānī tv ātmaiva me matam  | 






satataṁ kīrtayanto māṁ yatantaś ca dṛḍha-vratāḥ  | 
namasyantaś ca māṁ bhaktyā nitya-yuktā upāsate  ||（9.14） 
彼らは常にわれを讃美しつつ，また，誓戒を堅く〔守って〕努力している者たちであ








karmaṇy akarma yaḥ paśyed akarmaṇi ca karma yaḥ  | 
sa buddhimān manuṣyeṣu sa yuktaḥ kṛtsna-karma-kṛt  ||（4.18） 
行為の中に無作を見る者，また無作の中に行為を〔見る〕者，彼は人間の中で知性あ
る者（buddhimat）である。彼は心統一（yukta）し，一切の行為をなす者である。 
yuktaḥ karma-phalaṁ tyaktvā śāntim āpnoti naiṣṭhikīm  | 




tāni sarvāṇi saṁyamya yukta āsīta mat-paraḥ  | 
vaśe hi yasyendriyāṇi tasya prajñā pratiṣṭhitā  ||（2.61） 
これら一切の〔諸感官〕を抑制して，心統一し，われに集中してあれ。なぜならば，
諸感官が自制下にあるとき，その人の智慧は確立するからである。 
praśāntātmā vigata-bhīr brahma-cāri-vrate sthitaḥ  | 
































ātmaupamyena sarvatra samaṁ paśyati yo ᾿rjuna  | 
sukhaṁ vā yadi vā duḥkhaṁ sa yogī paramo mataḥ  ||（6.32） 
自己との類推によって2，楽にもあれ苦にもあれ，一切において平等を観ずる者，彼は
最高のヨーガ行者と考えられる，アルジュナよ。 
yoginām api sarveṣāṁ mad-gatenāntar-ātmanā  | 
śraddhāvān bhajate yo māṁ sa me yuktatamo mataḥ  ||（6.47） 
また，すべてのヨーガ行者の中でも，信仰を持ち，内我（antarātman）をわれに向けて，
われを敬信する者，彼はわれにとり，最高の心統一者と考えられる。 
śrībhagavān uvāca  | 
mayy āveśya mano ye māṁ nitya-yuktā upāsate  | 























                                                 
1
 【indriya 2.8，2.58，2.60，2.61，2.64，2.67，2.68，3.7，3.34，3.40，3.41，3.42，4.26，
4.39，5.9，5.11，5.28，6.12，6.24，10.22，13.14，削 13.15，15.7，18.33，18.38；indriyāṇi daśaikaṁ 
ca 13.5；indriya-karmāṇi 4.27；pañca cendriya-gocarāḥ 13.5；indriya-grāma 12.4；indriya




3.42，6.27；manasā 3.6，3.7，5.11，5.13，6.24，8.10；manaḥ-prasāda 17.16；manaḥ-ṣaṣṭhāni 
15.7；ﾟ manāḥ 7.1，11.49；manogata 2.55；mānasa 6.15，6.37，17.16，18.52；mānasa-jātā 
10.6】 
3
 【buddhau 削 2.41，2.49，5.17；buddhi 2.39，2.41，2.44，2.52，2.53，2.65，2.66，3.1，
3.2，3.40，3.42，3.43，5.11，5.20，5.28，6.25，7.4，7.10，8.7，10.4，12.8，12.14，13.5，
18.17，18.29，18.30，18.31，18.32，18.37，18.49，18.51；buddhi-grāhya 6.21；buddhitva 
18.16；buddhināśo 2.63；buddhibheda 3.26；buddhimata 7.10；buddhiyukta 2.50，2.51；
buddhiyoga 2.49，10.10，18.57；buddhisaṁyoga 6.43】 
4
 【ātmany evātmanā 2.55；ātmānam ātmanā 3.43；ātman 3.17，4.7，4.27，4.35，4.38，




ātmaupamyena 6.32；ātmakāraṇa 3.13；ātma-tṛpta 3.17，（naṣṭa-）16.9；ātma-buddhi- 
prasāda-jam 18.37；ātmaparadeha 16.18，（訂 prayata-）9.26；ātmabhāvastha 10.11；














yadā saṁharate cāyaṁ kūrmo ᾿ṅgānīva sarvaśaḥ  | 
indriyāṇīndriyārthebhyas tasya prajñā pratiṣṭhitā  ||（2.58） 
あたかも，かの亀が手足を引っ込めるように，すべてにおいて諸感官の対象から諸感
官を〔引っ込める〕とき，その人の智慧は確立するのである。 
tāni sarvāṇi saṁyamya yukta āsīta mat-paraḥ  | 





rāga-dveṣa-viyuktais tu viṣayān indriyaiś caran  | 
ātma-vaśyair vidheyātmā prasādam adhigacchati  ||（2.64） 
しかし，制御されたアートマンをもつ者は，愛著･憎悪を離れた，アートマンの勢力下
にある諸感官によって，感官対象に向かって行動しても，清浄心（prasāda）に達する。 
prasāde sarva-duḥkhānāṁ hānir asyopajāyate  | 









śrībhagavān uvāca  | 
prajahāti yadā kāmān sarvān pārtha mano-gatān  | 




duḥkheṣv anudvigna-manāḥ sukheṣu vigata-spṛhaḥ ｜ 




indriyāṇāṁ hi caratāṁ yan mano ᾿nuvidhīyate  | 
tad asya harati prajñāṁ vāyur nāvam ivāṁbhasi  ||（2.67） 
なぜなら，意（manas）が，動いてやまない諸感官に従うとき，その〔意〕は，その
人の智慧を運び去る。あたかも風が水面において船を〔運び去る〕ように。 
tasmād yasya mahābāho nigṛhītāni sarvaśaḥ  | 




śraddhāvāṁ labhate jñānaṁ tat paraḥ saṁyatendriyaḥ  | 




na hi jñānena sadṛśaṁ pavitram iha vidyate  | 






















tad-buddhayas tad-ātmānas tan-niṣṭhās tat-parāyaṇāḥ  | 






sparśān kṛtvā bahir bāhyāṁś cakṣuś caivāntare bhruvoḥ  | 
prāṇāpānau samau kṛtvā nāsābhyantara-cāriṇau  ||（5.27） 
外界からの接触を除いて，眼は眉間に〔注ぎ〕，入息（prāṇa）と出息（apāna）を等し
く（sama）鼻孔の内に通わせ， 
yatendriya-mano-buddhir munir mokṣa-parāyaṇaḥ  | 























yatroparamate cittaṁ niruddhaṁ yoga-sevayā  | 
yatra caivātmanā ᾿᾿tmānaṁ paśyann ātmani tuṣyati  ||（6.20） 
ヨーガの実行によって，心（citta）が抑制（niruddha）され，静止する場合に，また実
にアートマンによって，アートマンを見つつ，アートマンの中に満足する場合に， 
sukham ātyantikaṁ yat tad buddhi-grāhyam atīndriyam  | 
vetti yatra na caivāyaṁ sthitaś calati tattvataḥ  ||（6.21） 
人が感官を超越し，知性（buddhi）によって把握されるべきかの究竟の幸福を知り，
また実に，これに安立し，真理から逸脱することのない場合に1， 
yaṁ labdhvā cāparaṁ lābhaṁ manyate nādhikaṁ tataḥ  | 
yasmin sthito na duḥkhena guruṇāpi vicālyate  ||（6.22） 
それ（ヨーガ）を得て，他の獲得物をそれより優れているものと考えることはない。
それに安立した者は，大きな苦によっても動揺を受けない。 






nātyaśnatas tu yogo ᾿sti na caikāntam anaśnataḥ  | 




yuktāhāra-vihārasya yukta-ceṣṭasya karmasu  | 
































jitātmanaḥ praśāntasya paramātmā samāhitaḥ  | 




sarva-bhūta-stham ātmānaṁ sarva-bhūtāni cātmani  | 





ihaiva tair jitaḥ sargo yeṣāṁ sāmye sthitaṁ manaḥ  | 




brahma-bhūtaḥ prasannātmā na śocati na kāṅkṣati  | 




samaṁ sarveṣu bhūteṣu tiṣṭhantaṁ parameśvaram  | 





samaṁ paśyan hi sarvatra samavasthitam īśvaram  | 







































praśānta-manasaṁ hy enaṁ yoginaṁ sukham uttamam  | 




yuñjann evaṁ sadā ᾿᾿tmānaṁ yogī vigata-kalmaṣaḥ  | 





bāhya-sparśeṣv asaktātmā vindaty ātmani yat sukham  | 





na prahṛṣyet priyaṁ prāpya nodvijet prāpya cāpriyam  | 
sthira-buddhir asaṁmūḍho brahma-vid brahmaṇi sthitaḥ  ||（5.20） 
堅固な知性（buddhi）を持ち，迷乱せず，ブラフマンを知り，ブラフマンに安立した
者は，好ましいものを得ても，喜ぶことはないだろう。また，好ましくないものを得
                                                 






buddhyā viśuddhayā yukto dhṛtyā ᾿᾿tmānaṁ niyamya ca  | 
śabdādīn viṣayāṁs tyaktvā rāga-dveṣau vyudasya ca  ||（18.51） 
清浄なる知性（buddhi）によって心統一し，また堅固によってアートマンを抑制し，
声などの感官対象を放棄し，かつ愛著・憎悪を捨離し， 
vivikta-sevī laghvāśī yata-vāk-kāya-mānasaḥ  | 
dhyāna-yoga-paro nityaṁ vairāgyaṁ samupāśritaḥ  ||（18.52） 
閑寂所に住み，少食であり，口・身・意を抑制し，常にディヤーナ・ヨーガ（dhyāna-yoga 
静慮による心統一）に集中し，離欲に依止し， 
ahaṅkāraṁ balaṁ darpaṁ kāmaṁ krodhaṁ parigraham  | 





māṁ ca yo ᾿vyabhicāreṇa bhakti-yogena sevate  | 


































































kāma-krodha-viyuktānāṁ yatīnāṁ yata-cetasām  | 




labhante brahma-nirvāṇam ṛṣayaḥ kṣīṇa-kalmaṣāḥ  | 
chinna-dvaidhā yatātmānaḥ sarva-bhūta-hite ratāḥ  ||（5.25） 
穢れを滅尽し，相対（dvaidha；疑惑，N 註）を断ち切り，アートマンを抑制し，一切
万物の福利を喜ぶ聖仙たちは，梵涅槃（brahma-nirvāṇa）を得る。 
śaknotīhaiva yaḥ soḍhuṁ prāk śarīra-vimokṣaṇāt  | 
kāma-krodhodbhavaṁ vegaṁ sa yuktaḥ sa sukhī naraḥ  ||（5.23） 
実にこの世において，肉体を離れる前に，欲望と怒りより生じる激昂を克服すること
ができる者，その者は心統一者であり，幸福な人である。 
yo ᾿ntaḥ sukho ᾿ntar ārāmas tathā ᾿ntar jyotir eva yaḥ  | 
sa yogī brahma-nirvāṇaṁ brahma-bhūto ᾿dhigacchati  ||（5.24） 
内（心の中）に安楽あり，内に歓喜ある者，また実に，内に光明ある者，かのヨーガ
行者は，ブラフマンとなり，梵涅槃に達する。 
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vihāya kāmān yaḥ sarvān pumāṁś carati niḥspṛhaḥ  | 
nirmamo nirahaṁkāraḥ sa śāntim adhigacchati  ||（2.71） 
一切の欲望を捨てて，渇望なく，我欲なく，我執なく行動する人，その人は寂静に赴
く。 
eṣā brāhmī sthitiḥ pārtha naināṁ prāpya vimuhyati  | 

















sanniyamyendriya-grāmaṁ sarvatra sama-buddhayaḥ  | 
te prāpnuvanti mām eva sarva-bhūta-hite ratāḥ  ||（12.4） 
感官の群れを抑制して，一切において平等を覚知し，一切万物の安寧を喜ぶ者，彼ら
も必ずわれに到達する。 
ananya-cetāḥ satataṁ yo māṁ smarati nityaśaḥ  | 





man-manā bhava mad-bhakto mad-yājī māṁ namas-kuru  | 




tasmāt sarveṣu kāleṣu mām anusmara yudhya ca  | 
mayy arpita-mano-buddhir mām evaiṣyasy asaṁśayam  ||（8.7） 
それ故に，すべての時において，われを憶念せよ，そして戦うべし。われに意と知性
とを置くならば，疑いなく必ずわれに到達するだろう。 
mayy eva mana ādhatsva mayi buddhiṁ niveśaya  | 


























cetasā sarva-karmāṇi mayi saṁnyasya mat-paraḥ  | 
buddhi-yogam upāśritya mac-cittaḥ satataṁ bhava  ||（18.57） 
心によって一切の行為をわれに捧げて（saṁnyasya），われに集中し，ブッディ･ヨーガ
（知性による心統一）に依止して，常にわれに心を向ける者であれ。 
mac-cittaḥ sarva-durgāṇi mat-prasādāt tariṣyasi  | 
atha cet tvam ahaṅkārān na śroṣyasi vinaṁkṣyasi  ||（18.58） 
汝がわれに心を向けるならば，わが恩恵により，一切の困難を超えるだろう。しかし，
もし汝が我執により，耳を傾けないならば，汝は滅亡するだろう。 
abhyāsa-yoga-yuktena cetasā nānya-gāminā  | 
paramaṁ puruṣaṁ divyaṁ yāti pārthānucintayan  ||（8.8） 
ヨーガの修習によって心統一し，他に向かうことのない心（cetas）により思慮する者
は，神聖な最高のプルシャに赴く，プリター夫人の子よ。 
atha cittaṁ samādhātuṁ na śaknosi mayi sthiram  | 


























antakāle ca mām eva smaran muktvā kalevaram  | 
yaḥ prayāti sa mad-bhāvaṁ yāti nāsty atra saṁśayaḥ  ||（8.5） 
また，臨終時において，実にわれを憶念しつつ身体を離れて去り行く者，彼はわれの
状態（mad-bhāva）に赴く。ここに疑いあることなし。 
sarva-dvārāṇi saṁyamya mano hṛdi nirudhya ca  | 
mūrdhny ādhāyātmanaḥ prāṇam āsthito yoga-dhāraṇām  ||（8.12） 
om ity ekākṣaraṁ brahma vyāharan mām anusmaran  | 





prayāṇa-kāle manasā ᾿calena 
bhaktyā yukto yoga-balena caiva  | 
bhruvor madhye prāṇam āveśya samyak 
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達する」（18.56）という。類似の用例は 12.10，18.56 にも表れている。BhG では行為の実
践が敬信と結び付いているのが特徴的である。以下，【行為（karman）】1およびこれに関す







加 18.12，18.13，加 18.15，18.18，18.19，18.23，18.24，18.25，加 18.41，18.42，18.43，
18.44，18.45，18.47，18.48，18.56，加 18.57，18.60，18.71；karmānubandhīni 15.2；karma-kṛt 
4.18，11.55；（trividhā）karma-codanā 18.18；karmajam 2.51；karmajā 訂 4.12，4.32；
karmaparama 12.10；karmaphala 2.43，2.47，4.14，4.20，5.12，5.14，6.1，18.2，（-tyāga）
12.11，12.12，（-tyāgī）18.11，（-prepsu）18.27；karma-bandhana 2.39，3.9，9.28；karmayoga 
3.3，3.7，削 3.43，5.2，13.24；karma-samudbhavaḥ 3.14；karma-saṅgena 14.7；karma-saṅginām 
3.26；karma-saṅgiṣu 14.15；（trividhaḥ）karmasaṁgraha 18.18；karma-saṁjñitaḥ 8.3；
karma-saṁnyāsa 5.2；karmendriya 3.7，加 3.6】【karaṇa 13.20，18.14；karaṇam karma karte 
᾿ti 18.18；kariṣyasi 2.33；（kiṁ）kariṣyati 3.33，18.60，18.73；karoti, karomi 4.20，5.8，
5.10，6.1，9.27，13.31；karmin 6.46；kartavyam 3.22；kartavyāni 18.6；kartā 3.24，3.27，
18.14，18.18，18.19，18.26，18.27，18.28；kartāram 14.19，18.16；kartārām 4.13；kartum 
1.45，2.17，3.20，9.2，12.11，18.60；kartṛtva 5.14，13.20】【kāryam 3.17，3.19，6.1，13.20，
18.5，18.9，18.22，18.31；  kāryākārya 16.24，18.30；kāryate 3.5；kuru 2.48，3.8，4.15，
12.11，18.63；kurute 3.21，4.37；kuruṣva 9.27；kuryād 3.25；kuryām 3.24；kurvanti 3.25，
5.11；kurvan, kurvann 4.21，5.7，5.13，12.10，18.47；kurvāṇo 18.56；kṛta 3.18，4.15，
17.28，18.23；kṛta-kṛtya 15.20；kriya 1.42，6.12，11.48，17.24，17.25，18.33；kriyate（yante）
17.18，17.25，18.9，18.24；kriyamāṇāni 3.27，13.29】【guṇa-karma 3.28，3.29】 
また，以下の類語も検討に含めた。 
















kiṁ karma kim akarmeti kavayo ᾿py atra mohitāḥ  | 





karmaṇo hy api boddhavyaṁ boddhavyaṁ ca vikarmaṇaḥ  | 





                                                                                                                                               
【caratām 2.67；carati 2.64，2.71，3.36，8.11；ācāra 3.6，14.21；ācarati 3.21，16.22；
ācaran 3.19】【vicālayet 3.29；vicālyate 6.22，14.23】 


















dūreṇa hy avaraṁ karma buddhi-yogād dhanañjaya  | 




arjuna uvāca  | 
jyāyasī cet karmaṇas te matā buddhir janārdana  | 





yathaidhāṁsi samiddho ᾿gnir bhasmasāt kurute ᾿rjuna  | 
jñānāgniḥ sarva-karmāṇi bhasmasāt kurute tathā  ||（4.37） 
アルジュナよ，あたかも燃やされた火が薪を灰となすように，そのように知の火は，
一切の行為を灰となすのである。 
yasya sarve samāraṁbhāḥ kāma-saṁkalpa-varjitāḥ  | 







prakṛteḥ kriyamāṇāni guṇaiḥ karmāṇi sarvaśaḥ  | 




na hi kaścit kṣaṇam api jātu tiṣṭhaty akarma-kṛt  | 






anāditvān nirguṇatvāt paramātmā ᾿yam avyayaḥ  | 
śarīra-stho ᾿pi kaunteya na karoti na lipyate  ||（13.31） 
無始なるが故に，グナなきが故に，この不滅の最高我（paramātman）は，肉体の中に
在っても，行為することなく，汚されない，クンティー夫人の子よ。 
na kartṛtvaṁ na karmāṇi lokasya sṛjati prabhuḥ  | 




karma brahmodbhavaṁ viddhi brahmākṣara-samudbhavam  | 
tasmāt sarva-gataṁ brahma nityaṁ yajñe pratiṣṭhitam  ||（3.15） 












śrībhagavān uvāca  | 
akṣaraṁ brahma paramaṁ svabhāvo ᾿dhyātmam ucyate  | 






adhaś cordhvaṁ prasṛtās tasya śākhā 
guṇa-pravṛddhā viṣaya-pravālāḥ  | 
adhaś ca mūlāny anusantatāni 




jñānaṁ jñeyaṁ parijñātā tri-vidhā karma-codanā  | 


































知根，五作根，意，知性の 12 種，N 註），種々の諸活動（ceṣṭā），および第五としてのこの
世における運命（daiva）」（18.14）の五要因が挙げられている。そして，「人が身・口・意
によって企てるその行為が，理に適ったものであれ，〔理に〕反するものであれ，これら五































ある 14.9 前出）。 
この他，行為に関しては「知（jñāna），知られるべきもの（jñeya），知者（parijñātṛ）の
三種は，行為を促すもの」であり，「作具（karaṇa；感官，N註），行為（karman），行為者









































arjuna uvāca  | 
saṁnyāsasya mahābāho tattvam icchāmi veditum  | 




śrībhagavān uvāca  | 
kāmyānāṁ karmaṇāṁ nyāsaṁ saṁnyāsaṁ kavayo viduḥ  | 
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tyājyaṁ doṣavad ity eke karma prāhur manīṣiṇaḥ  | 




niścayaṁ śṛṇu me tatra tyāge bharatasattama  | 
tyāgo hi puruṣa-vyāghra tri-vidhaḥ saṁprakīrtitaḥ  ||（18.4） 
バラタ族の最上者よ，ここに放棄におけるわれの結論を聞くべし。虎のような人よ，
実に放棄は三種であると言われる。 
yajña－dāna－tapaḥ－karma na tyājyaṁ kāryam eva tat  | 
yajño dānaṁ tapaś caiva pāvanāni manīṣiṇām  ||（18.5） 
祭祀・布施・苦行の行為は，放棄すべきではない。まさにそれはなすべきことである。
祭祀，布施また苦行は，知者たちの浄化の手段である。 
etāny api tu karmāṇi saṅgaṁ tyaktvā phalāni ca  | 





























niyataṁ kuru karma tvaṁ karma jyāyo hy akarmaṇaḥ  | 






sad-bhāve sādhu-bhāve ca sad ity etat prayujyate  | 
praśaste karmaṇi tathā sac-chabdaḥ pārtha yujyate  ||（17.26） 
このサットという〔語は〕，真（sat）の意味に，また善（sādhu）の意味に用いられる。
同様に，称讃された行為にサットの語は用いられる，プリター夫人の子よ。 
aśraddhayā hutaṁ dattaṁ tapas-taptaṁ kṛtaṁ ca yat  | 







sahajaṁ karma kaunteya sa-doṣam api na tyajet  | 




śreyān svadharmo viguṇaḥ paradharmāt sv-anuṣṭhitāt  | 




karmaṇaiva hi saṁsiddhim āsthitā janakādayaḥ  | 
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と 18.47 の用例には厭離の観念は表れていない。また，BhG においても，行為肯定の立場
において到達する境地，つまり義務の実行により天界を得ると説く用例がある（下記「第

































tasmād asaktaḥ satataṁ kāryaṁ karma samācara  | 




yajña－dāna－tapaḥ－karma na tyājyaṁ kāryam eva tat  | 




brāhmaṇa－kṣatriya－viśāṁ śūdrāṇāṁ ca paraṁtapa  | 
































buddhi-yukto jahātīha ubhe sukṛta-duṣkṛte  | 





karma-jaṁ buddhi-yuktā hi phalaṁ tyaktvā manīṣiṇaḥ  | 




yas tv ātma-ratir eva syād ātma-tṛptaś ca mānavaḥ  | 
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ātmany eva ca santuṣṭas tasya kāryaṁ na vidyate  ||（3.17） 
しかしながら，ただアートマンにおいて喜悦し，またアートマンにおいてのみ充足す
る人，またアートマンにおいて満足する者，彼にとってなすべきことは存在しない。 
naiva tasya kṛtenārtho nākṛteneha kaścana  | 




asakta-buddhiḥ sarvatra jitātmā vigata-spṛhaḥ  | 









































































vihāya kāmān yaḥ sarvān pumāṁś carati niḥspṛhaḥ  | 




rāga-dveṣa-viyuktais tu viṣayān indriyaiś caran  | 
ātma-vaśyair vidheyātmā prasādam adhigacchati  ||（2.64） 
しかし，制御されたアートマンをもつ者は，愛著･憎悪を離れた，アートマンの勢力下
にある諸感官によって，感官対象に向かって行動しても，清浄心（prasāda）に達する。 
karmaṇy akarma yaḥ paśyed akarmaṇi ca karma yaḥ  | 
sa buddhimān manuṣyeṣu sa yuktaḥ kṛtsna-karma-kṛt  ||（4.18） 
行為の中に無作を見る者，また無作の中に行為を〔見る〕者，彼は人間の中で知性あ
る者（buddhimat）である。彼は心統一（yukta）し，一切の行為をなす者である。 
nirāśīr yata-cittātmā tyakta-sarva-parigrahaḥ  | 




                                                 
1
 「アートマン」＝身と感官の集合（deheṁdriya-saṁghāto），N 註。 
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karmaṇy evādhikāras te mā phaleṣu kadācana  | 
mā karma-phala-hetur bhūr mā te saṁgo ᾿stv akarmaṇi  ||（2.47） 
汝の志向は行為にのみあれ，決して果報にあることなかれ。行為の果報を動機とする
ことなかれ。〔しかし〕汝は無作にも執著してはならない。 
tyaktvā karma-phalāsaṅgaṁ nitya-tṛpto nirāśrayaḥ  | 




na dveṣṭaty akuśalaṁ karma kuśale nānuṣajjate  | 
tyāgī sattva-samāviṣṭo medhāvī chinna-saṁśayaḥ  ||（18.10） 
サットヴァ（純善）に満ちた，聡明な，疑惑を断ち切った放棄者は，不善な行為を憎
まず，また，善〔なる行為〕において執著しない。 
na hi deha-bhṛtā śakyaṁ tyaktuṁ karmāṇy aśeṣataḥ  | 




aniṣṭam iṣṭaṁ miśraṁ ca tri-vidhaṁ karmaṇaḥ phalam  | 






brahmaṇy ādhāya karmāṇi saṅgaṁ tyaktvā karoti yaḥ  | 






mat-karma-kṛn mat-paramo mad-bhaktaḥ saṅga-varjitaḥ  | 
nirvairaḥ sarva-bhūteṣu yaḥ sa mām eti pāṇḍava  ||（11.55） 
われのために行為をなし，われに集中し，われを敬信し，執著を離れ，一切万物に敵
意なき者，彼はわれに到達する，パーンドゥの子よ。 
abhyāse ᾿py asamartho ᾿si mat-karma-paramo bhava  | 
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jñānaṁ karma ca kartā ca tridhaiva guṇa-bhedataḥ  | 
procyate guṇa-saṁkhyāne yathāvac chṛṇu tāny api  ||（18.19） 
グナの列挙において，知と行為と行為者の三つが，実にグナの区別により説かれてい
る。これらをも正しく聞くべし。 
niyataṁ saṅga-rahitam arāga-dveṣataḥ kṛtam  | 
aphala-prepsunā karma yat tat sāttvikam ucyate  ||（18.23） 
常に執著を離れ，愛著・憎悪なく，果報を求めない者によってなされた行為，それは
サットヴァ性であると言われる。 
yat tu kāmepsunā karma sāhaṅkāreṇa vā punaḥ  | 
kriyate bahulāyāsaṁ tad rājasam udāhṛtam  ||（18.24） 
しかし，欲望を求める者によって，また我執ある者によって，多くの苦労をもってな
されるその行為，それはラジャス性と言われる。 
anubandhaṁ kṣayaṁ hiṁsām anapekṣya ca pauruṣam  | 




mukta-saṅgo ᾿nahaṁ-vādī dhṛty-utsāha-samanvitaḥ  | 
siddhy-asiddhyor nirvikāraḥ kartā sāttvika ucyate  ||（18.26） 
執著を離れ，自己本位に語ることなく，堅固と努力とを具え，成功と不成功のいずれ
の場合にも不変なる行為者は，サットヴァ性であると言われる。 
rāgī karma-phala-prepsur lubdho hiṁsātmako ᾿śuciḥ  | 





ayuktaḥ prākṛtaḥ stabdhaḥ śaṭho naikṛtiko ᾿lasaḥ  | 




karmaṇaḥ sukṛtasyāhuḥ sāttvikaṁ nirmalaṁ phalam  | 





niyatasya tu saṁnyāsaḥ karmaṇo nopapadyate  | 
mohāt tasya parityāgas tāmasaḥ parikīrtitaḥ  ||（18.7） 
しかし，定められた行為（niyatasya karmaṇo）1の厭離は適当ではない。その迷妄によ
り〔定められた行為を，N 註〕放棄することは，タマス性と称される。 
duḥkham ity eva yat karma kāya-kleśa-bhayāt tyajet  | 
sa kṛtvā rājasaṁ tyāgaṁ naiva tyāga-phalaṁ labhet  ||（18.8） 
ただ苦しみであるとして，身体の苦痛の恐怖のために，人が行為を捨てるならば，そ
れは，ラジャス性の放棄をなすのであり，決して放棄の果報を得ないだろう。 
kāryam ity eva yat karma niyataṁ kriyate ᾿rjuna  | 




pravṛttiṁ ca nivṛttiṁ ca kāryākārye bhayābhaye  | 
bandhaṁ mokṣaṁ ca yā vetti buddhiḥ sā pārtha sāttvikī  ||（18.30） 
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yayā dharmam adharmaṁ ca kāryaṁ cākāryam eva ca  | 
ayathāvat prajānāti buddhiḥ sā pārtha rājasī  ||（18.31） 
それによって法と非法，また実になすべきこととなすべからざることとを誤り判断す
る知性，それはラジャス性である，プリター夫人の子よ。 
adharmaṁ dharmam iti yā manyate tamas āvṛtā  | 




dhṛtyā yayā dhārayate manaḥ prāṇendriya-kriyāḥ  | 
yogenāvyabhicāriṇyā dhṛtiḥ sā pārtha sāttvikī  ||（18.33） 
その堅固によって意，呼吸，感官の活動が不動のヨーガによって抑制される堅固，そ
れはサットヴァ性である，プリター夫人の子よ。 
yayā tu dharma-kāmārthān dhṛtyā dhārayate ᾿rjuna  | 
prasaṅgena phalākāṅkṣī dhṛtiḥ sā pārtha rājasī  ||（18.34） 
しかしアルジュナよ，その堅固によって果報を期待する者が，執著をもって法・欲望・
財利に固執する堅固，それはラジャス性である，プリター夫人の子よ。 
yayā svapnaṁ bhayaṁ śokaṁ viṣādaṁ madam eva ca  | 
































































dvau bhūta-sargau loke ᾿smin daiva āsura eva ca  | 
daivo vistaraśaḥ prokta āsuraṁ pārtha me śṛṇu  ||（16.6） 
この世界における二つの万物創造がある。実に，神性と阿修羅性とである。〔すでに〕
神性は詳細に述べられた。〔次に〕阿修羅性をわれより聞くべし，プリター夫人の子よ。 
daivī saṁpad vimokṣāya nibandhāyāsurī matā  | 












śrībhagavān uvāca  | 
abhayaṁ sattva-saṁśuddhir jñāna-yoga-vyavasthitiḥ  | 




ahiṁsā satyam akrodhas tyāgaḥ śāntir apaiśunam  | 
dayā bhūteṣv aloluptvaṁ mārdavaṁ hrīr acāpalam  ||（16.2） 
不殺生，真実，怒りなきこと，放棄，寂静，誹謗なきこと，万物に対する慈悲，無欲，
柔和，恥じらい，冷静であること， 
tejaḥ kṣamā dhṛtiḥ śaucam adroho nātimānitā  | 




dambho darpo ᾿bhimānaś ca krodhaḥ pāruṣyam eva ca  | 




moghāśā mogha-karmāṇo mogha-jñānā vicetasaḥ  | 





mahātmānas tu māṁ pārtha daivīṁ prakṛtim āśritāḥ  | 
























む，不機嫌になって」（下記 16.18 参照）とも説かれている。 
しかし，神的プラクリティに依止する「偉大な精神をもつ者（mahātman）たち」は，「わ
れを不滅なる万物の本源と認識して，他に意を向けることなく敬信する」（9.13），「彼らは
                                                 
1 daivīṁ prakṛtim= sattva-pradānāṁ，N註。 







yeṣāṁ tv aṁtagataṁ pāpaṁ janānāṁ puṇya-karmaṇām  | 





śraddhāvān anasūyaś ca śṛṇuyād api yo naraḥ  | 













pravṛttiṁ ca nivṛttiṁ ca janā ca vidur āsurāḥ  | 
na śaucaṁ nāpi cācāro na satyaṁ teṣu vidyate  ||（16.7） 
阿修羅性の人は，活動（pravṛtti）も活動を控えること（nivṛtti）も知らず。清浄なく，
また善行もなく，真実も彼らに存在しない。 
asatyam apratiṣṭhaṁ te jagad āhur anīśvaram  | 
                                                 
1
 信仰について詳しくは，各論第５章「第４節 敬信者」参照。 
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aparaspara-saṁbhūtaṁ kim anyat kāma-haitukam  ||（16.8） 
彼らは言う。世界は真実なく，不安定であり，自在主なく，相互関係（paraspara）に
よって生じるものではない1。欲望を原因とするもの以外に何があろうか。 
etāṁ dṛṣṭim avaṣṭabhya naṣṭātmāno ᾿lpa-buddhayaḥ  | 
prabhavanty ugra-karmāṇaḥ kṣayāya jagato ᾿hitāḥ  ||（16.9） 
この見解に固執して，アートマンを滅ぼした知性少なき者たち，凶悪な行為をなす有
害な者たちは，世界の破壊のために出現する。 
kāmam āśritya dūṣpūraṁ dambha－māna－madānvitāḥ  | 
mohād gṛhītvā ᾿sad-grāhān pravartante ᾿śuci-vratāḥ  ||（16.10） 
満たし難い欲望に依止し，偽善・高慢・放逸に伴われた者たちは，迷妄の故に虚偽の
見解を採って，不浄なる掟に従事する。 
cintām aparimeyāṁ ca pralayāntām upāśritāḥ  | 
kāmopabhoga-paramā etāvad iti niścitāḥ  ||（16.11） 
はかり知れない，また破滅に至る思考に依止し，欲望の享楽に没頭し，これあるのみ
と確信する者たち， 
āśā-pāśa-śatair baddhāḥ kāma-krodha-parāyaṇāḥ  | 
īhante kāma-bhogārtham anyāyenārtha-sañcayān  ||（16.12） 
百もの期待の縄に捕らえられ，欲望と怒りに没頭する者たちは，欲望の享受のために，
不正によって財産の蓄積を企てる。 
idam adya mayā labdham imaṁ prāpsye mano-ratham  | 
idam astīdam api me bhaviṣyati punar dhanam  ||（16.13） 
これは今日私によって得られた。この願望を私は成し遂げよう。これは私のものだ。
この財物も私のものとなるだろう。 
asau mayā hataḥ śatrur haniṣye cāparān api  | 
īśvaro ᾿ham ahaṁ bhogī siddho ᾿haṁ balavān sukhī  ||（16.14） 
あの敵は，私によって討ち倒された。また他〔の敵〕をも討ち倒そう。私は支配者で
ある。私は有財者である。私は成功者である。有力である。幸福である。 
āḍhyo ᾿bhijanavān asmi ko ᾿nyo ᾿sti sadṛśo mayā  | 






yakṣye dāsyāmi modiṣya ity ajñāna-vimohitāḥ  ||（16.15） 
私は富み，生まれ貴い者である。誰か他に私と等しい者が存在するだろうか。私は祭
祀をしよう，布施をしよう，楽しもう，と無知により迷乱した者たちは〔言う〕。 
aneka-citta-vibhrāntā moha-jāla-samāvṛtāḥ  | 
prasaktāḥ kāma-bhogeṣu patanti narake ᾿śucau  ||（16.16） 
幾多の思考に混乱し，迷妄の網に覆われ，欲望の享受に執著する者たちは，不浄の奈
落（naraka 地獄）に沈む。 
ātma-saṁbhāvitāḥ stabdhā dhana－māna－madānvitāḥ  | 
yajante nāma-yajñais te dambhenāvidhi-pūrvakam  ||（16.17） 
自負心あり，頑迷であり，富・高慢・放逸に伴われた彼らは，儀軌（vidhi 祭式の規
定）に則らず，名のみの祭祀を偽善をもって祭る。 
ahaṅkāraṁ balaṁ darpaṁ kāmaṁ krodhaṁ ca saṁśritāḥ  | 
mām ātma-para-deheṣu pradviṣanto ᾿bhyasūyakāḥ  ||（16.18） 
我執・暴力・傲慢・欲望および怒りに依止し，自分と他人の身中にあるわれ（至尊）
を憎む，不機嫌になって。 
tān ahaṁ dviṣataḥ krūrān saṁsāreṣu narādhamān  | 
kṣipāmy ajasram aśubhān āsurīṣv eva yoniṣu  ||（16.19） 
われはそれらの憎悪を抱く，残忍にして不浄なる人中の最下等者を，輪廻の度に，絶
えず阿修羅性の胎に投下する。 
āsurīṁ yonim āpannā mūḍhā janmani janmani  | 






























tri-vidhaṁ narakasyedaṁ dvāraṁ nāśanam ātmanaḥ  | 
kāmaḥ krodhas tathā lobhas tasmād etat trayaṁ tyajet  ||（16.21） 
欲望・怒りおよび貪欲，これは，アートマンを破壊する奈落の三重の門である。それ
故に，この三つを放棄せよ。 
etair vimuktaḥ kaunteya tamo-dvārais tribhir naraḥ  | 







































































以下の二偈は，神性と阿修羅性について述べている第 16 章の末尾に置かれている。  
yaḥ śāstra-vidhim utsṛjya vartate kāma-kārataḥ  | 
na sa siddhim avāpnoti na sukhaṁ na parāṁ gatim  ||（16.23） 
聖典の規定を無視して，欲望のままに行動する者，彼は完成を得ない，安楽を〔得〕
ない，最高の境界を〔得ること〕なし。 
                                                 
1
 【dvandva 7.27，10.33，15.5；dvandvātīta 4.22；dvandva-moha-nirmuktā 7.28】 
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tasmāc chāstraṁ pramāṇaṁ te kāryākārya-vyavasthitau  | 
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prakṛtiṁ svām avaṣṭabhya visṛjāmi punaḥ punaḥ  | 
bhūta-grāmam imaṁ kṛtsnam avaśaṁ prakṛter vaśāt  ||（9.8） 
自らのプラクリティに依止し，われは繰り返し繰り返し，このすべての無力なる万物
の群れをプラクリティの力により創造する。 
na ca māṁ tāni karmāṇi nibadhnanti dhanañjaya  | 





īśvaraḥ sarva-bhūtānāṁ hṛd-deśe ᾿rjuna tiṣṭhati  | 




cātur-varṇyaṁ mayā sṛṣṭaṁ guṇa-karma-vibhāgaśaḥ  | 




yad yad ācarati śreṣṭhas tat tad evetaro janaḥ  | 
sa yat pramāṇaṁ kurute lokas tad anuvartate  ||（3.21） 
最勝者が行ういかなることであれ，それらを一般の人もまた〔行う〕。彼が示す規準，
それに世の人は従う。 
na me parthāsti kartavyaṁ triṣu lokeṣu kiñcana  | 
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nānavāptam avāptavyaṁ varta eva ca karmaṇi  ||（3.22） 
プリター夫人の子よ，われにとって，なすべきことは三界において全く存在しない。
得られずして，得なければいけないものもない。しかも，われは行為に従事する。 
yadi hy ahaṁ na varteyaṁ jātu karmaṇy atandritaḥ  | 
mama vartmānuvartante manuṣyāḥ pārtha sarvaśaḥ  ||（3.23） 
実に，もしわれが決して，倦むことなく行為に従事することがなければ，すべてにわ
たって人間たちは，われの道に従う，プリター夫人の子よ。 
utsīdeyur ime lokā na kuryāṁ karma ced aham  | 




































na māṁ karmāṇi limpanti na me karma-phale spṛhā  | 




evaṁ jñātvā kṛtaṁ karma pūrvair api mumukṣubhiḥ  | 



















śamo damas tapaḥ śaucaṁ kṣāntir ārjavam eva ca  | 




śauryaṁ tejo dhṛtir dākṣyaṁ yuddhe cāpy apalāyanam  | 
dānam īśvara-bhāvaś ca kṣātraṁ karma svabhāva-jam  ||（18.43） 
勇敢，威力，堅固，戦いにおける熟練2，さらにまた〔戦いにおいて〕退却せざること，
布施および支配者としての気質は，本性より生じるクシャトリヤの行為である。 
kṛṣi－go-rakṣa－vāṇijyaṁ vaiśya-karma svabhāva-jam  | 




karmaṇaiva hi saṁsiddhim āsthitā janakādayaḥ  | 
loka-saṁgraham evāpi saṁpaśyan kartum arhasi  ||（3.20） 
実に，ジャナカ（Janaka）王等は，行為のみによって完成に到達した。よくよく世界
の保護（loka-saṁgraha；自己の義務を行うこと，N 註）を洞察して行為すべきである。 
saktāḥ karmaṇy avidvāṁso yathā kurvanti bhārata  | 







                                                 
1
 叡知＝梵に適する理論上の行為（śāstrīyaṁ karma brahma-viṣayan），識別知＝それ（叡知）
を実行するための知覚を性とするもの（tad anuṣṭhānānubhavātmakam），N 註。 
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arjuna uvāca  | 
jyāyasī cet karmaṇas te matā buddhir janārdana  | 


























































aho bata mahat pāpaṁ kartuṁ vyavasitā vayam  | 
yad rājya-sukha-lobhena hantuṁ svajanam udyatāḥ  ||（1.45） 
ああ，ああ，王位・福楽への貪欲のために親族を討とうと準備した私たちは，大罪を
犯すことを決心したものである。 
yadi mām apratīkāram aśastraṁ śastra-pāṇayaḥ  | 




sañjaya uvāca  | 
evam uktvā ᾿rjunaḥ saṅkhye rathopastha upāviśat  | 










śrībhagavān uvāca  |  
kutas tvā kaśmalam idaṁ viṣame samupasthitam  | 
anārya-juṣṭam asvargyam akīrti-karam arjuna  ||（2.2） 
聖なる至尊は言った。 
困難に際し，どこからこの優柔不断は汝を襲ったのか。〔それは〕高貴なる者の好まざ







klaibyaṁ mā sma gamaḥ pārtha naitat tvayy upapadyate  | 
kṣudraṁ hṛdaya-daurbalyaṁ tyaktvottiṣṭha paraṁtapa  ||（2.3） 
プリター夫人の子よ，臆病に陥ることなかれ，これは汝に相応しくない。卑しき心の
弱さを放棄して立ち上がれ，敵を悩ます勇士よ。 
svadharmam api cāvekṣya na vikampitum arhasi  | 




yadṛcchayā copapannaṁ svarga-dvāram apāvṛtam  | 
sukhinaḥ kṣatriyāḥ pārtha labhante yuddham īdṛśam  ||（2.32） 
はからずも，開かれた天界の門に到達するこのような戦いに，幸運なクシャトリヤた
ちは遭遇する，プリター夫人の子よ。 
atha cet tvam imaṁ dharmyaṁ saṅgrāmaṁ na kariṣyasi  | 
tataḥ svadharmaṁ kīrtiṁ ca hitvā pāpam avāpsyasi  ||（2.33） 
しかし，汝がもし，この義務に適う戦いをなさないならば，それ故に，自己の義務と
名誉とを棄てて，罪悪を得るだろう。 
akīrtiṁ cāpi bhūtāni kathayiṣyanti te ᾿vyayām  | 
saṁbhāvitasya cākīrtir maraṇād atiricyate  ||（2.34） 
そしてまた，民衆（bhūta）は，汝の消えることのない不名誉を語るだろう。尊敬され
た者にとって，不名誉は，死より一層悪しきことである。 
bhayād raṇād uparataṁ maṁsyante tvāṁ mahāratāḥ  | 
yeṣāṁ ca tvaṁ bahu-mato bhūtvā yāsyasi lāghavam  ||（2.35） 
偉大な戦士たちは，汝のことを戦闘の恐怖の故に〔戦うことを〕やめたのだと考える
だろう。彼らに大いに尊敬されていた汝は，軽蔑を招くことになるだろう。 
avācya-vādāṁś ca bahūn vadiṣyanti tavāhitāḥ  | 





hato vā prāpsyasi svargaṁ jitvā vā bhokṣyase mahīm  | 
tasmād uttiṣṭha kaunteya yuddhāya kṛta-niścayaḥ  ||（2.37） 
汝が討たれたならば，天界に到達するだろう。汝が勝ったならば，地上界を享受する
だろう。それ故に立ち上がれ，クンティー夫人の子よ，戦いのために決意を固めて。 
sukha-duḥkhe same kṛtvā lābhālābhau jayājayau  | 











































śreyān svadharmo viguṇaḥ paradharmāt sv-anuṣṭhitāt  | 
svabhāva-niyataṁ karma kurvan nāpnoti kilbiṣam  ||（18.47） 
欠点ある自己の義務は，上手く成し遂げられた他人の義務より優れている。本性に定
められた行為を実行すれば，人は罪過を得ることはない。 
sahajaṁ karma kaunteya sa-doṣam api na tyajet  | 





sve sve karmaṇy abhirataḥ saṁsiddhiṁ labhate naraḥ  | 
svakarma-nirataḥ siddhiṁ yathā vindati tac chṛṇu  ||（18.45） 
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yataḥ pravṛttir bhūtānāṁ yena sarvam idaṁ tatam  | 




asakta-buddhiḥ sarvatra jitātmā vigata-spṛhaḥ  | 





mayi sarvāṇi karmāṇi saṁnyasyādhyātma-cetasā  | 
nirāśīr nirmamo bhūtvā yudhyasva vigata-jvaraḥ  ||（3.30） 
われに一切の行為を捧げて（saṁnyasya）1，最上の心（adhyātma-cetas）をもって，願
望なく（nirāśi），我欲なき者（nirmama）となって，苦熱を離れて戦うべし。 
ye me matam idaṁ nityam anutiṣṭhanti mānavāḥ  | 
śraddhāvanto ᾿nasūyanto mucyante te ᾿pi karmabhiḥ  ||（3.31） 
われのこの所説を常に実行し，信仰心あり，不平なき人々，彼らもまた行為（業）か
ら解放される。
sarva-karmāṇi api sadā kurvāṇo mad-vyapāśrayaḥ  | 




cetasā sarva-karmāṇi mayi saṁnyasya mat-paraḥ  | 
buddhi-yogam upāśritya mac-cittaḥ satataṁ bhava  ||（18.57） 
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mac-cittaḥ sarva-durgāṇi mat-prasādāt tariṣyasi  | 




yasya nāhaṁkṛto bhāvo buddhir yasya na lipyate  | 
hatvā ᾿pi sa imāṁ lokān na hanti na nibadhyate  ||（18.17） 
その人の心情に我執（ahaṁkṛta）なく，その人の知性が汚されざる人，彼はこの世界
を討ち滅ぼしても，滅ぼさず，束縛されず。 
yad ahaṅkāram āśritya na yotsya iti manyase  | 




svabhāva-jena kaunteya nibaddhaḥ svena karmaṇā  | 




































提となっているが，それが BhG 最終章である第 18 章においても強調されているのである。
「知性による心統一（buddhi-yoga）」（18.57）という行法が行為の在り方となっているが，

















iti te jñānam ākhyātaṁ guhyād guhyataraṁ mayā  | 
vimṛśyaitad aśeṣeṇa yathecchasi tathā kuru  ||（18.63） 
以上，汝に秘より極秘たる知を，われは説いた。これを残りなく熟考して，汝の望む
ように行うべし。 
arjuna uvāca  | 
naṣṭo mohaḥ smṛtir labdhā tvat prasādān mayā ᾿cyuta  | 
















































































































































































「～なく（nir-, an-, a-, na, mā）」（2.3，2.47，3.19，3.25，3.30，3.31，2.71，4.20，4.21，





























































































tyājyaṁ doṣavad ity eke karma prāhur manīṣiṇaḥ  | 
yajña－dāna－tapaḥ－karma na tyājyam iti cāpare  ||（18.3） 
ある知者は説く。行為は罪業があるために放棄すべきであると。また他の者は，祭祀・
布施・苦行の行為は，放棄すべきではないと〔説く〕。  
yajña－dāna－tapaḥ－karma na tyājyaṁ kāryam eva tat  | 




etāny api tu karmāṇi saṅgaṁ tyaktvā phalāni ca  | 
kartavyānīti me pārtha niścitaṁ matam uttamam  ||（18.6） 
しかし，これらの行為も，執著と果報とを放棄してなすべきであるということが，わ
れの決定的な最上の見解である，プリター夫人の子よ。 
vedeṣu yajñeṣu tapaḥsu caiva 
dāneṣu yat puṇya-phalaṁ pradiṣṭam  | 
                                                                                                                                               
yajña-dāna-tapaḥ-karma 18.3，18.5；yajña-bhāvita 3.12；yajña（veda-）11.48；yajñavido 4.30；
yajña-śiṣṭāmṛta 4.31；yajña-śiṣṭāśin 3.13；yajña（saha）3.10】 
【tapas 4.10，5.29，7.9，7.27，8.28，9.3，10.5，10.40，11.48，11.53，11.54，16.1，17.7，
17.14，17.15，17.16，17.18，17.19，17.24，17.25，17.27，17.28，18.3，18.5，18.41，18.42；
tapo janāḥ 17.5；tapas tat trividham 17.17；tapasvin 6.46，7.9；tapāmi 9.19，9.27（-syasi）；
tapoyajñā 4.28；tapta 17.17，17.28；tapyante 17.5】 
【dāna 8.28，11.48，11.53，16.1，17.7，17.20，17.21，17.22，17.24，17.27，18.3，18.5，






atyeti tat sarvam idaṁ viditvā 





yat karoṣi yad aśnāsi yaj juhoṣi dadāsi yat  | 




na veda-yajñādhyayanair na dānair 
na ca kriyābhir na tapobhir ugraiḥ  | 
evaṁ rūpaḥ śakya ahaṁ nṛ-loke 




nāhaṁ vedair na tapasā na dānena na cejyayā  | 





tasmād om ity udāhṛtya yajña－dāna－tapaḥ-kriyāḥ  | 
pravartante vidhānoktāḥ satataṁ brahma-vādinām  ||（17.24） 
それ故に，オームと唱えて，ブラフマンの論師たちは常に，規定に述べられた祭祀・
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tad ity anabhisaṁdhāya phalaṁ yajña－tapaḥ-kriyāḥ  | 




yajñe tapasi dāne ca sthitiḥ sad iti cocyate  | 




aśraddhayā hutaṁ dattaṁ tapas-taptaṁ kṛtaṁ ca yat  | 







bhoktāraṁ yajña-tapasāṁ sarva-loka-maheśvaram  | 




buddhir jñānam asaṁmohaḥ kṣamā satyaṁ damaḥ śamaḥ  | 
sukhaṁ duḥkhaṁ bhavo bhāvo bhayaṁ cābhayam eva ca  ||（10.4） 
ahiṁsā samatā tuṣṭis tapo dānaṁ yaśo ᾿yaśaḥ  | 





 pretya mṛtvā paraloke nopayujyate, ihāsmin loke vā no naivopayujyate, N 註。 
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āḍhyo ᾿bhijanavān asmi ko ᾿nyo ᾿sti
1
 sadṛśo mayā  | 




śrībhagavān uvāca  | 
abhayaṁ sattva-saṁśuddhir jñāna-yoga-vyavasthitiḥ  | 
dānaṁ damaś ca yajñaś ca svādhyāyas tapa ārjavam  ||（16.1） 
ahiṁsā satyam akrodhas tyāgaḥ śāntir apaiśunam  | 
dayā bhūteṣv aloluptvaṁ mārdavaṁ hrīr acāpalam  ||（16.2） 
tejaḥ kṣamā dhṛtiḥ śaucam adroho nātimānitā  | 
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āhāras tv api sarvasya tri-vidho bhavati priyaḥ  | 





























oṁ tat sad iti nirdeśo brahmaṇas tri-vidhaḥ smṛtaḥ  | 
brāhmaṇās tena vedāś ca yajñāś ca vihitāḥ purā  ||（17.23） 
オーム（oṁ 聖音），タット（tat それ），サット（sat 真）という〔これらは〕ブラ
フマンの三種の表示（nirdeśa）として伝えられる。これによってバラモンとヴェーダ
と祭祀は，以前に（創造の初めに，N 註）創造された。 
saha yajñāḥ prajāḥ sṛṣṭvā purovāca
1
 prajāpatiḥ  | 





devān bhāvayatānena te devā bhāvayantu vaḥ  | 
parasparaṁ bhāvayantaḥ śreyaḥ param avāpsyatha  ||（3.11） 
そなたらは，これによって神々を供養せよ，神々をしてそなたらを養わしめよ。互い
に養わせ合うことで，そなたらは，よりよき至福を得るだろう。 
iṣṭān bhogān hi vo devā dāsyante yajña-bhāvitāḥ  | 












村了昭（訳）『新訳 ラーマーヤナ１』（東洋文庫，2012 年）238 頁参照。 
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yajña-śiṣṭāśinaḥ santo mucyante sarva-kilbiṣaiḥ  | 
bhuñjate te tv aghaṁ pāpā ye pacanty ātma-kāraṇāt  ||（3.13） 
祭祀の〔供物の〕残り物を食べる善人たちは，すべての罪過より解放される。しかし，
自分のために料理する悪しき者たち，彼らは罪悪を食べることになる。 
annād bhavanti bhūtāni parjanyād anna-saṁbhavaḥ  | 




karma brahmodbhavaṁ viddhi brahmākṣara-samudbhavam  | 





evaṁ pravartitaṁ cakraṁ nānuvartayatīha yaḥ  | 




yajña-śiṣṭāmṛta-bhujo yānti brahma sanātanam  | 







































yajñārthāt karmaṇo ᾿nyatra loko ᾿yaṁ karma-bandhanaḥ  | 
tad-arthaṁ karma kaunteya mukta-saṅgaḥ samācara  ||（3.9） 
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gata-saṅgasya muktasya jñānāvasthita-cetasaḥ  | 




evaṁ bahuvidhā yajñā vitatā brahmaṇo mukhe  | 


























aphalākāṅkṣibhir yajño vidhi-dṛṣṭo ya ijyate  | 
yaṣṭavyam eveti manaḥ samādhāya sa sāttvikaḥ  ||（17.11） 
果報を望まない者たちによって，儀軌（vidhi 祭式の規定）に則って，まさに祭祀す
べきであると意を据えて，捧げられる祭祀，それはサットヴァ性である。 
abhisaṁdhāya tu phalaṁ dambhārtham api caiva yat  | 
ijyate bharataśreṣṭha taṁ yajñaṁ viddhi rājasam  ||（17.12） 
しかし，果報を目指して，さらにまた偽善のために捧げられる祭祀，それをラジャス
性であると知るべし，バラタ族の最上者よ。 
vidhi-hīnam asṛṣṭānnaṁ mantra-hīnam adakṣiṇam  | 




ātma-saṁbhāvitāḥ stabdhā dhana－māna－madānvitāḥ  | 






















dravya-yajñās tapo yajñā yoga-yajñās tathā ᾿pare  | 




śreyān dravya-mayād yajñāj jñāna-yajñaḥ paraṁtapa  | 
sarvaṁ karmākhilaṁ pārtha jñāne parisamāpyate  ||（4.33） 
敵を悩ます勇士よ，知による祭祀は，財物による祭祀より優れたものである。プリタ
ー夫人の子よ，一切の行為は，ことごとく知において完結する。 
adhyeṣyate ca ya imaṁ dharmyaṁ saṁvādam āvayoḥ  | 



















brahmārpaṇaṁ brahma havir brahmāgnau brahmaṇā hutam  | 





daivam evāpare yajñaṁ yoginaḥ paryupāsate  | 




śrotrādīnīndriyāṇy anye saṁyamāgniṣu juhvati  | 
śabdādīn viṣayān anye indriyāgniṣu juhvati  ||（4.26） 
他の者たちは，耳などの諸感官を〔感官〕抑制の火に捧げる。他の者たちは，声など
の感官対象を感官の火に捧げる。 
sarvāṇīndriya-karmāṇi prāṇa-karmāni cāpare  | 
ātma-saṁyama-yogāgnau juhvati jñāna-dīpite  ||（4.27） 
他の者たちは，すべての感官の行為と呼吸の行為を，知によって燃え立たされた自己
抑制の心統一の火に捧げる。 
apāne juhvati prāṇaṁ prāṇe ᾿pānaṁ tathā ᾿pare  | 
prāṇāpāna-gatī rudhvā prāṇāyāma-parāyaṇāḥ  ||（4.29） 
また他の呼吸の抑止に専念する者たちは，入息と出息の出口を閉じて，出息（prāṇa）
に入息（apāna）を捧げ，入息に出息を〔捧げる〕。 
apare niyatāhārāḥ prāṇān prāṇeṣu juhvati  | 

























traividyā māṁ somapāḥ pūta-pāpā 
yajñair iṣṭvā svar-gatiṁ prārthayante  | 
te puṇyam āsādya surendra-lokam 





yānti deva-vratā devān pitṝn yānti pitṛ-vratāḥ  | 
bhūtāni yānti bhūtejyā yānti mad-yājino ᾿pi mām  ||（9.25） 
神々に帰依する者たちは，神々に至り，祖霊に帰依する者たちは，祖霊に至り，鬼類








saṅkaro narakāyaiva kula-ghnānāṁ kulasya ca  | 
































adhibhūtaṁ kṣaro bhāvaḥ puruṣaś cādhidaivatam  | 




ahaṁ kratur ahaṁ yajñaḥ svadhā ᾿ham aham auṣadham  | 







ye ᾿py anya-devatā-bhaktā yajante śraddhayā ᾿nvitāḥ  | 
te ᾿pi mām eva kaunteya yajanty avidhi-pūrvakam  ||（9.23） 
たとえ人が信仰を具え，他の神格を敬信して祭るとも，彼らもまた実にわれを祭る。
儀軌に則らずとはいえ，クンティー夫人の子よ。 
ahaṁ hi sarva-yajñānāṁ bhoktā ca prabhur eva ca  | 




patraṁ puṣpaṁ phalaṁ toyaṁ yo me bhaktyā prayacchati  | 




jñāna-yajñena cāpy anye yajanto mām upāsate  | 
ekatvena pṛthaktvena bahudhā viśvato-mukham  ||（9.15） 










maharṣīṇāṁ bhṛgur ahaṁ girām asmy ekam akṣaram  | 

















man-manā bhava mad-bhakto mad-yājī māṁ namas-kuru  | 
mām evaiṣyasi yuktvaivam ātmānaṁ mat-parāyaṇaḥ  ||（9.34） 















man-manā bhava mad-bhakto mad-yājī māṁ namas-kuru  | 
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vīta-rāga-bhaya-krodhā manmayā mām upāśritāḥ  | 


























deva－dvija－guru－prājña-pūjanaṁ śaucam ārjavam  | 
brahma-caryam ahiṁsā ca śārīraṁ tapa ucyate  ||（17.14） 
神々，再生族（バラモン，N 註）1，尊師，賢者への尊敬，高潔，誠実，梵行および不
殺生は，身の苦行と言われる。 
anudvega-karaṁ vākyaṁ satyaṁ priya-hitaṁ ca yat  | 
svādhyāyābhyasanaṁ caiva vāṅ-mayaṁ tapa ucyate  ||（17.15） 
恐怖をもたらさず，真実にして，また親切で有益な言葉，また実に読誦の修習は，口
（言葉）よりなる苦行と言われる。 
manaḥ-prasādaḥ saumyatvaṁ maunam ātma-vinigrahaḥ  | 































śraddhayā parayā taptaṁ tapas tat tri-vidhaṁ naraiḥ  | 
aphalākāṅkṣibhir yuktaiḥ sāttvikaṁ paricakṣate  ||（17.17） 
その三種の苦行が，最高の信仰を具え，果報を望まない，心統一した人々によって行
われたとき，〔それは〕サットヴァ性であると人は語る。 
satkāra－māna－pūjārthaṁ tapo dambhena caiva yat  | 
kriyate tad iha proktaṁ rājasaṁ calam adhruvam  ||（17.18） 
優遇・尊敬・供養を目的とし，また偽善をもって行われる不安定で堅固なき苦行，そ
れはこの世においてラジャス性であると言われる。 
mūḍha-grāheṇātmano yat pīḍayā kriyate tapaḥ  | 




aśāstra-vihitaṁ ghoraṁ tapyante ye tapo janāḥ  | 
dambhāhaṅkāra-saṁyuktāḥ kāma-rāga-balānvitāḥ  ||（17.5） 
karśayantaḥ śarīra-sthaṁ bhūta-grāmam acetasaḥ  | 






























śamo damas tapaḥ śaucaṁ kṣāntir ārjavam eva ca  | 






puṇyo gandhaḥ pṛthivyāṁ ca tejaś cāsmi vibhāvasau  | 











 N 註参照。 
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dātavyam iti yad dānaṁ dīyate ᾿nupakāriṇe  | 
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deśe kāle ca pātre ca tad dānaṁ sāttvikam smṛtam  ||（17.20） 
その布施が，与えるべきであると〔考えて〕，返報することのできない人に対し1，〔適
当な〕場所と時と器（受者）に施される，その布施はサットヴァ性であると伝え聞く。 
yat tu pratyupakārārthaṁ phalam uddiśya vā punaḥ  | 
dīyate ca parikliṣṭaṁ tad dānaṁ rājasaṁ smṛtam  ||（17.21） 
しかし，返礼を目的とし，或いは果報を目指して，また厭いながら施される，その布
施はラジャス性であると伝え聞く。 
adeśa-kāle yad dānam apātrebhyaś ca dīyate  | 















śauryaṁ tejo dhṛtir dākṣyaṁ yuddhe cāpy apalāyanam  | 
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1
 「敬信」という訳語は，金倉圓照『印度中世精神史（上）』（岩波書店，1949 年）286 頁
による。 
2
 【bhakta 4.3，7.21，7.23，9.23，9.31，9.33，12.1，12.20；（na）bhakta 加 18.67；（mad）









た，ここにおけるヨーガとは BhG の所説全般を指しているようである1。 
 
sa evāyaṁ mayā te ᾿dya yogaḥ proktaḥ purātanaḥ  | 










brahma-bhūtaḥ prasannātmā na śocati na kāṅkṣati  | 









                                                                                                                                               
中村了昭（編）「バガヴァッド・ギーター総索引（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ）」を使用。 
1

















arjuna uvāca  | 
evaṁ satata-yuktā ye bhaktās tvāṁ paryupāsate  | 
ye cāpy akṣaram avyaktaṁ teṣāṁ ke yoga-vittamāḥ  ||（12.1） 
śrībhagavān uvāca  | 
mayy āveśya mano ye māṁ nitya-yuktā upāsate  | 








yoginām api sarveṣāṁ mad-gatenāntar-ātmanā  | 




mayi cānanya-yogena bhaktir avyabhicāriṇī  | 
vivikta-deśa-sevitvam aratir jana-saṁsadi  ||（13.10） 
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adhyātma-jñāna-nityatvaṁ tattva-jñānārtha-darśanam  | 
















以前に śraddhā を有ち（śraddhāvat, śraddadhāna）或いはそれを具し（upeta）て居る事が判









                                                 
1
 【nitya-yukta 7.17，8.14，9.14，12.2】 
2
 一偈だけ例外 8.14 下記。語としては表れていなくても，この 8.14 も敬信を示す内容とな
っている。 
3






ンを指す語となっている。また，不滅の語は 11.37 で至尊の尊称にも用いられ，15.16 では
「可滅のもの（kṣara）」つまり「一切万物」と，「不滅のもの（akṣara）」つまり「最高所に
安立する者（kūṭastha）」という二種のプルシャが挙げられている。さらに 15.18 で至尊は
「われは可滅のもの（第 24 諦以下の諸諦）を超越し，不滅のもの（第 25 諦）よりも高き
ものである。それ故に，世間においても，ヴェーダにおいても，至上のプルシャ（puruṣottama）
と周知された者である」が，この至上のプルシャ（第 26 諦）は「不滅の自在主」（15.17）


























akṣara-brahma-yoga 8.28；akṣara-samudbhava 3.15】 
3
 【avyakta 2.25，2.28，7.24，8.18，12.1，12.13，12.5，13.5；-ādi 2.28；-nidhānāny 2.28；





















ye ᾿py anya-devatā-bhaktā yajante śraddhayā ᾿nvitāḥ  | 
te ᾿pi mām eva kaunteya yajanty avidhi-pūrvakam  ||（9.23） 
また，信仰を具え，他の神格を敬信して祭る者たち，彼らもまた実にわれを祭る。儀
軌に則らずとはいえ，クンティー夫人の子よ。 
patraṁ puṣpaṁ phalaṁ toyaṁ yo me bhaktyā prayacchati  | 




















māṁ ca yo ᾿vyabhicāreṇa bhakti-yogena sevate  | 




prayāṇa-kāle manasā ᾿calena 
bhaktyā yukto yoga-balena caiva  | 
bhruvor madhye prāṇam āveśya samyak 





puruṣaḥ sa paraḥ pārtha bhaktyā labhyas tv ananyayā  | 
yasyāntaḥ sthāni bhūtāni yena sarvam idaṁ tatam  ||（8.22） 
しかし，プリター夫人の子よ，その最高のプルシャは，他念なき敬信によって得られ
るだろう。その中に万物は安立し，それによってこの一切は充たされている。 
bhaktyā tv ananyayā śakya aham evaṁ-vidho ᾿rjuna  | 







mat-karma-kṛn mat-paramo mad-bhaktaḥ saṅga-varjitaḥ  | 
nirvairaḥ sarva-bhūteṣu yaḥ sa mām eti pāṇḍava  ||（11.55） 
われのために行為をなし，われに集中し，われを敬信し，執著を離れ，一切万物に敵
意なき者，彼はわれに到達する，パーンドゥの子よ。 
antavat tu phalaṁ teṣāṁ tad bhavaty alpa-medhasām  | 





teṣāṁ satata-yuktānāṁ bhajatāṁ prīti-pūrvakam  | 






ya idaṁ paramaṁ guhyaṁ mad-bhakteṣv abhidhāsyati  | 




iti kṣetraṁ tathā jñānaṁ jñeyaṁ coktaṁ samāsataḥ  | 
mad-bhakta etad-vijñāya mad-bhāvāyopapadyate  ||（13.18） 
このように，田ならびに知，および知られるべきことは，簡潔に述べられた。われを









bhaktyā mām abhijānāti yāvān yaś cāsmi tattvataḥ  | 





api cet sudurācāro bhajate mām ananya-bhāk  | 




kṣipraṁ bhavati dharmātmā śaśvac-chāntiṁ nigacchati  | 






samo ᾿haṁ sarva-bhūteṣu na me dveṣyo ᾿sti na priyaḥ  | 




sarva-bhūta-sthitaṁ yo māṁ bhajaty ekatvam āsthitaḥ  | 
sarvathā vartamāno ᾿pi sa yogī mayi vartate  ||（6.31） 
一如観（ekatva）2に安立し，一切万物に内在するわれを敬信する者，そのヨーガ行者
は，どのように行動しても，われの中で行動しているのだ。 


























































catur-vidhā bhajante māṁ janāḥ sukṛtino ᾿rjuna  | 




māṁ hi pārtha vyapāśritya ye ᾿pi syuḥ pāpa-yonayaḥ  | 
striyo vaiśyās tathā śūdrās te ᾿pi yānti parāṁ gatim  ||（9.32） 










kiṁ punar brāhmaṇāḥ puṇyā bhaktā rāja-rṣayas tathā  | 




ahaṁ sarvasya prabhavo mattaḥ sarvaṁ pravartate  | 
iti matvā bhajante māṁ budhā bhāva-samanvitāḥ  ||（10.8） 
われが一切の根源であり，われから一切は転現すると考えて，真実を具えた1知者たち
は，われを敬信する。 
yo mām evam asaṁmūḍho jānāti puruṣottamam  | 




mahātmānas tu māṁ pārtha daivīṁ prakṛtim āśritāḥ  | 




satataṁ kīrtayanto māṁ yatantaś ca dṛḍha-vratāḥ  | 




yeṣāṁ tv aṁtagataṁ pāpaṁ janānāṁ puṇya-karmaṇām  | 
te dvaṁdva-moha-nirmuktā bhajante māṁ dṛḍha-vratāḥ  ||（7.28） 










yo yo yāṁ yāṁ tanuṁ bhaktaḥ śraddhayā ᾿rcitum icchati  | 






idaṁ te nātapas-kāya nābhaktāya kadācana  | 















































                                                                                                                                               
見られている。しかし，尊い役割を果たしている。 
1










 【śraddhaḥ 7.21，17.2，17.3；śraddha-dhānas 4.40，12.20；śraddhayo 6.37，7.21，7.22，
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sattvānurūpā sarvasya śraddhā bhavati bhārata  | 















ajñaś cāśraddadhānaś ca saṁśayātmā vinaśyati  | 







                                                                                                                                               
9.23，12.2，17.1；śraddhayā parayā 17.17；śraddhāvāṁ 4.39；śraddhāvān 6.47，18.71；































teṣāṁ jñānī nitya-yukta eka-bhaktir viśiṣyate  | 




udārāḥ sarva evaite jñānī tv ātmaiva me matam  | 
āsthitaḥ sa hi yuktātmā mām evānuttamāṁ gatim  ||（7.18） 
                                                 
1
 各論第２章 第６節「⑥ 至尊への到達」の〈臨終憶念〉参照。 
2
 各論第２章 第５節「１．ヨーガ行者」の〈ヨーガから外れた場合〉参照。 
3
 【priya 5.20，9.29，7.17，11.14，訂 12.19，12.14，12.15，12.16，12.17，12.20，14.24，








adveṣṭā sarva-bhūtānāṁ maitraḥ karuṇa eva ca  | 
nirmamo nirahaṁkāraḥ sama-duḥkha-sukhaḥ kṣamī  ||（12.13） 
一切万物に憎悪なく，友愛あり，また慈悲あり，我欲なく（nirmama），我執なく，苦・
楽を平等とし，忍耐あり， 
saṁtuṣṭaḥ satataṁ yogī yatātmā dṛḍha-niścayaḥ  | 





yasmān nodvijate loko lokān nodvijate ca yaḥ  | 
harṣāmarṣa-bhayodvegair mukto yaḥ sa ca me priyaḥ  ||（12.15） 
世間が彼を嫌うことがないために，また彼も世間を嫌わず。歓喜・憤怒・恐怖・不安
から解放された者，その者もまたわれにとって親愛なる者である。 
anapekṣaḥ śucir dakṣa udāsīno gata-vyathaḥ  | 
sarvāraṁbha-parityāgī yo mad-bhaktaḥ sa me priyaḥ  ||（12.16） 
期待することなく，高潔であり，賢明であり，中立であり，動揺がなく，一切の意図
の放棄者であり，われを敬信する者，その者はわれにとって親愛なる者である。 
yo na hṛṣyati na dveṣṭi na śocati na kāṁkṣati  | 
śubhāśubha-parityāgī bhaktimān yaḥ sa me priyaḥ  ||（12.17） 
喜ばず，憎まず，悲しまず，願わず，浄・不浄の放棄者にして，敬信ある者，彼はわ
れにとって親愛なる者である。 
samaḥ śatrau ca mitre ca tathā mānāpamānayoḥ  | 
śītoṣṇa-sukha-duḥkheṣu samaḥ saṁga-vivarjitaḥ  ||（12.18） 
                                                 
1





tulya-nindā-stutir maunī saṁtuṣṭo yena kenacit  | 




ye tu dharmāmṛtam idaṁ yathoktaṁ paryupāsate  | 




man-manā bhava mad-bhakto mad-yājī māṁ namas-kuru  | 







































sarva-dharmān parityajya mām ekaṁ śaraṇam vraja  | 


















śrībhagavān uvāca  | 
mayā prasannena tavārjunedaṁ 
rūpaṁ paraṁ darśitam ātma-yogāt  | 
tejo-mayaṁ viśvam anantam ādyaṁ 





sarva-karmāṇi api sadā kurvāṇo mad-vyapāśrayaḥ  | 
mat-prasādād avāpnoti śāśvataṁ padam avyayam  ||（18.56） 
常に一切の行為をなしつつも，われに依止する者は，わが恩恵により，永遠，不滅の
境地に到達する。 
mac-cittaḥ sarva-durgāṇi mat-prasādāt tariṣyasi  | 
atha cet tvam ahaṅkārān na śroṣyasi vinaṁkṣyasi  ||（18.58） 
汝がわれに心を向けるならば，わが恩恵により，一切の困難を超えるだろう。しかし，
もし汝が我執により，耳を傾けないならば，汝は滅亡するだろう。 
tam eva śaraṇaṁ gaccha sarva-bhāvena bhārata  | 
tat prasādāt parāṁ śāntiṁ sthānaṁ prāpsyasi śāśvatam  ||（18.62） 
全霊を傾けて，まさに彼（自在主，N 註）という保護所に赴くべし，バラタの子孫よ。
彼の恩恵（prasāda）により，汝は最高の寂静，永遠の境地に到達するだろう。 
                                                 
1




arjuna uvāca  | 
naṣṭo mohaḥ smṛtir labdhā tvat prasādān mayā ᾿cyuta  | 
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ある。「第２章 実修」「第３章 行為」「第４章 祭祀，苦行，布施」「第５章 敬信」の
各章「まとめ」において，厭離・平静の観念を示す用例を次のように分類し，それによっ
て到達する境地とは何か提示した。 
 「第２章 実修」においては，次の通り。 
①心統一の行法のみに，厭離・平静の観念が見出される用例 
②心統一を前提とする行為に，厭離・平静の観念が見出される用例 












































                                                 
1
 「実修②」と「行為③」で共通して取り挙げた 2.47，4.21 の厭離の観念は，「実修②」に



































































                                                 
1
 各論第２章 第４節「２．正しい心統一法と悪しき心統一法」参照。 
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1
 各論第３章 第３節「１．行為肯定の立場」と，各論第４章「第２節 祭祀，苦行，布施」
参照。 
2
 各論第３章 第３節「３．厭離ある行為の立場」中の〈神性と阿修羅性〉参照。 
3
 各論第５章 第３節「２．敬信によって到達する境地」参照。 
4






Edited by Pandit Ramchandrashastri Kinjawadekar, The Mahābhāratam with the Bharata 
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